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このたびはシャープデジタル複合機 AR - 1日日 FG 
をお買いあげいただき、まことにありがとう 
ございました。 


この取扱説巧書をよくお読みのうえ、正しく 
お使い<ださい。ご使用の前に「安全にお使 
し、いただ< ためじ」をあずお読みください。 


この取扱説明書は、いつでも見ることができ 
る戸斤に必ず保をしてください。万一、ご使用 
中にわからないことや具合の悪いことがおき 
たとき、きっとお役に立ちまず。 



















はじめに 


このたびは本機をお買いあげいただき、まことにありがとうございました。本書ではファクス機能に 
ついてのみ説明しています。安全にお使いいただくためのを意事項をはじめ、用紙の補給ちを、紙づ 
まりの処置、その他周巧機器の巧りあいなど、おもに全般的な事柄に関しては、お使いの本体機器の 
取扱説明書（共通編）を参照して<ださい。 

その他の機能についてはじ(下の巧あ説明書を必要に応じて参照してください。 

コピー機能： 取扱説明書（共通編）のコピー機能に関ずる章を参照してください。 

プリンタ機能/スキヤナ機能: 付属の CD - ROM に収録されている電子マニュアルを参照してください。 


お願い 

•この巧扱説明書（ファクス編）は内容について十分を意し作成しておりますが、万一ご使用中に 
ご不審な点-お気付きのことがありましたら、もよりのシャープお客様ご巧談窓□までご連絡く 
ださい。 

• 取扱説明書に記載している操作画面、表示されるメッセージは改良変更などにより実際の表示と 
一部異なる場合があります。あらかじめご了承ください。 

• この製品は厳重な品質管理とお査を経て化荷しておりますが、万一故障または不具合がありまし 
たら、お買いあげの販売店、またはもよりのシャープお客様ご巧談窓□までご連絡ください。 

• お客様または第云者がこの製おおよび別売品の使用誤りや、使用中に生じた故障、その他不具合 
またはこの製品の使用によって受けられた損害については、を令上目自償責任が認められる場合を 
除き、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。 


ご注意 

•この巧扱説明書の内容の全部または一部を、当なに無断で転載、あるいは複製することはお断 
りします。 

•この巧扱説明書の内容は、改をのため予告な<変更することがあります。 


取キ及説明書に記載している操作画面、表示されるメッセージなどは改良変更などじより実隐の表示と一部異な 
る場合がありまず。あ6かじめご了承ください。 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。こ 
の装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機にお接し 
て使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って、正しい取り扱いをして <ださい。 

正しい取リキ及いをしていただいていても，電波の状巧じよりラジオやテレビの受信に影響をあぽずことがあります。 
そのようなときは、次の点じごを意ください。 

• この製品とラジオ、テレビを十分に離してご使用ください。 

• この製品とラジオ、テレビを別のコンセントに接続してください。 

• 使用されるケーブルは指定のものをお使いください。 

なお、詳しくはお買いあげの目反売店、またはわよりのシャープお客様ご柜談窓□までご相談ください。 


巧扱説明書に従 つて、 正しい巧リキ及いをしてください。 


この取扱説明書には、送信操作や登録•設定操作を簡潔に記載した r 操作早見表」 （88 ベージ）を掲載してい 
まず。本機のファクス機能をお使いになる際にご活用ください。 
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1 お使いになる前に 


ファクスとして正し<お使いいただ<ために 

この製品のファクス機能を正しくお使いいただくためにを意していただくことがありまず。 

じ(下のを意を守っていただくようお願いしまず。 

回線の接続について 

本機器と電話線コンセントとの接続は、かず付属の接続 
ケーブルをお使いください。接続する際、図のように本機 
背面にある◎線端子 （LINE) に差し込んでください。も 
う一方の端子は電話線コンセントに差し込みまず。 

r カチ、ソ」と音がするまで確実に差し込んでください。 


電源スイッチについて 

本機の電源スイッチを、いつも"入"にしておいてください。（切 
らないでください）電源スイ、ソチが入っていないと、ファクスの機 
能を使用することができません。 

電源スイ、ソチを切ると巧手先からのファクス受信ができなくなり 
ます。 

電源を切る前は、企、ず動作中でないことを確認してください。動作 
中に電源を切ると、紙づまりが発生ずることがありまず。また、設 
定途中の操作はずべて解除されまず。 


内蔵リチウム電池について 

オートダイヤルロ3ページ）など各種登録 • 設定の内容は、本機内部のリチウム電池で保護されます。 
参電池が消耗ずると、登録-設定した内容が消えてしまいまずので、必ず内容の控えを保管してお 
くようにお願いします。の9ページ「登録-設定した内容や通信記録をプリントずる」参照） 

参リチウム電池の寿命は、電源スイッチを連続で"切"にした状態で約5年間でず。 

• リチウム電池の寿命が切れたときは、お買いあげ販売店またはもよりのシャープお客様ご巧談窓 
□に化ま頁してください。リチウム電池の寿命が切れると、機器が動作しなくなります。 

その他 

参近くに強い雷が発生したときは、電源コードを AC コンセントから抜いていただいた方が安全で 
ず。電源コードを AC コンセントから抜いてもメモリーに読み込まれている内容は消ちしません。 
参ミ毎タトではイま用了•きすせん 

参この製品を使用できるのは日本国内のみでず。ミ毎クトでは安全規格や、回線のインタフェースの仕 
様が異なり使用できません。 

く This machine is designed for use in」apan only and can not be used in any other country. > 




4 


























設置をずぐに巧認/登録ずること 


設置後、ファクスとしてお使いになる前に、下の項目を確認/登録してください。 

曰付-時刻を設定する 

この製品には時計が内蔵されていまず。日付■時刻は、時刻指定通信の3ページ）等で利用しまずの 
で、正確に設をしてください。 

日付.時刻の設をは、登録モードの「ニチジセッテイ」で行いまず。 （1 已ページ） 

日付■時刻は、ディスプレイに表示されまず。設をされた日付と時刻が正確かどうか確認してくださ 
い。まちがっている場合は修正してください。 

巧信元ち-巧信元を号を登録する 

登録モードの「八、ソシンモトトウ□ク」 （18 ページ）で、この製品を利用ずる利用をを■電話番号を 
登録しまず。 （1 件のみ） 

登録した発信元を-発信元電話番号は、送信時に巧手の記録紙の上部にプリントされまず。また、発 
信元電話番号は、ポーリング発信時 （67 ページ「ポーリング機能の使いかた」参照）の許可番号にな 
U まず。 

登録した内容は、「発信元表」をプリントしてお認することができます。 （79 ページ「登録-設を 
^- ) した内容や通信記録をプリントする」参照） 

ファクスモードで使用でをる用紙サイズについて 

本機のファクスモードでは、 A4、8-1/2"x11'\ 8-V2"x14" サイズの用紙が化力紙として使用できま 
す。他のモードで使用できても、ファクスモードでは使用できないサイブの用紙のみ本機にセットさ 
れている場合、ファクス受信データなどの化力紙がプリントできませんので、ごを意ください。（ファ 
クス受信時のを意事項については、「ファクスを受信ずる」巧7ページ）の項に記載されている内容ち 
よくお読みください。） 

トレイに用紙をセットするち法については、取あ説明書（共通編）の「巧紙を補給する」を参照 
してぐ/さ' し'^。 










か部電話機との接続について 

本機に外部電話機（電話機や留守番電話機）を接続ずることができまず。（外部電話機の接続コード 
は本機背面の接続端子 ( TEL ) に接続しまず。）外部電話機を接続したときは、「外部電話機を接続ず 
る」 （39 ページ）を参照して接続を "1: オン"に設定してください。 


rs 外部電話機を接続することにより、他の電話機と同じように電話をかけたり、受けたりできます。 
受話器を上げたときにファクス音が聞こえた場合は、本機が自動的にファクス受信を開始します。 
ただし、モデムを接続している場合は、ファクス信号お化機能をオフじし、リモート受信機能を 
利用してファクスを受信するあ要があります。「本機と同じ回線でモデムを使用する場合の設を」 
(31 ページ）および「リモート切营番号の設走」 （32 ページ）を参照してください。 


•留守番電話機を接続ずれば、お化かけの際に伝言やファクスを受信ずることが可能でず。お化か 
けの際、留守番電話機の応答メッセージを設定し、本機の受信設定を「ルス□ク」モードに変ち 
してください。巧7ページ） 


• 電話がつながってか645秒 W 内であれば、巧手が音声メッセージを入れたあと、ファクスを送 
信することも可能でず。「メッセージを入れたあと[スタート]ボタンを押すとファクスをさ信で 
きます」などの応答メッセージを登録しておくことをお勤めします。 

• 応答メッセージの長さは10秒 t (巧にしてください。長すぎると自動で送信されたファクスの受 
信が困難になりまず。 
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(12) 外部電話機接続端子 

本機に外部電話機を接続するための端すです。 
(6 ページ） 

(13) 電話回線接続端子 

付属の接続ケーブルで本機と電話線コンセン 
卜を接続するための端子です。 （4 ページ） 

(14) 排紙トレイ 
(1 已)排紙サポート 

(16) 電源スイッチ 

(17) 移動用取っ手 

(18) 電源 コネクター 


各部のなまス 




(1) 原稿台（ガラス面） 

(2) 操作バネル 

(3) 前カバ- 

(4) トレイ 

(5) 手差しガイド 
(臣）手差しトレイ 
(7) 原稿反転トレイ 
旧）原稿ガイド 

(9) 原稿給紙部カバー 
り 0) 原稿セット台 
(11) 原稿出紙部 




フアクス機能の設定 


XI/ XI/ XI/ x)r x), 

4 已 6 7 8 

^1 ml T— ml T— 

fv fv fv fx fv 



















































操作パネルのなまえとはた s を 



( 10 ) 01 )( 12 )( 13 )( 14 ) ( 15 ) 06 )( 17 ) ( 18 ) ( 19 )( 20 ) ( 21 ) 


(1) ワンタッ チキー 

登録した巧手にダイヤルずるときに押しまず。 

(2) [メモリー]キー/ランプ 

メモリー送信（ランプ点な時）と直接送信（ラ 
ンプ消灯時）を切り替えるときに押します。 

(3) [短縮/電子電話帳]キー 

短縮番号を入力するときに押します。 

また、このキーを2回押すと、登録した短縮番 
号やワンタッチダイヤル、グループダイヤルを 
検索することができます。 

(4) [順;夕同報]キー 

順次同報を信を巧うときに押しまず。 

(5) [受信状態]キー 

受信モードを切り替えるときに押しまず。（已7 
ページ） 

(6) [再ダイヤル/ポーズ]キー 

直前にダイヤルした番号に自動的じかけ直す 
一がでち丰寸 

また、ファクス番号を入力する隐は、このキー 
を押してポーズ時闇を入力します。 

(7) ディスプレイ 

柜手先をや動作状態、各種設定内容を表示しま 
す。 


(9) [リセット]キ ー( 运 )） 

各種設走を終了または中断して待機状態に戻 
したいときに押します。 

(10) [シフト]キー/ランプ 

ワンタッチキーの番号を切り替えるときに押 
します。ランプが点灯しているときは、下の番 
号がワンタッチキーに適用されます。 

(11) [画質]キー 

を信時に画質を設定することができまず。 

(1 吕）[濃度]キー 

を信時に濃度を設定することができまず。 

(13) [表紙付加]キー 

を信原稿に表おやメ 、ソ セージなどの表紙を追 
由ずる機能を使うときに押します。 

( lA ) ;苗偉ホ/宁 ’一 々う、ノづ 

送受信時に点なし、メモリー内にデータがある 
ときは点滅します。 


旧）[クリア]キー(回） 

動作を停止させるときに押します。また、文字 
や数値入力時に入力内容を消去する隐に使い 
ます。 

また、設定-登録画面で、1つ前の画面に戻る 
ときに使います。 
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操作/ (ネルのなまえとはた5き 



(22) (23) (24) (25) (26) (27) 牌) 


(1 已）[レポート]キー 

登録した相手先やューザープ□グラムなどの 
リストをプリントするときじ押します。 

(16) [オンフック]キー 

手動でダイヤルするときに押します。回線を切 
るときは再度このキーを押します。 

(17) [両面送信]キー 

両面原稿をを信する際に押します。 

(18) [モード選択]キー/ランプ 

を機能の切り替えに使用します。選択したモー 
ドのランプが点灯します。 

(19) 原稿送りランプ 

両面原稿自動送り装置に原稿がセットされた 
ときじ点なします。 

(20) エラーランプ 

おづまりや他のエラーが発生した場合に点な 
または点滅します。 

(21) トレイ位置ランプ 

還択されているトレイを表示します。プリント 
中に用紙がなくなったときや、トレイが正しく 
セットされていないときは、このランプが点滅 
します。 

( 22 ) [メニュ ー] キー 

ュー ザープ □グラムな どを 設定するとき に押 
します。 

(23) [ィ]キー (©) 、 (©) 、[ミ夫 
定] キー 

[ィ]キー(〇)または (©) を押 
して、ディスプレイに表示されたメニューや設 
を項目を逞択します。 [ ま走]キーを押すと逞 
択されます。 


(24) [*] キー 

登録操作時に記号を入力ずるときに押しまず。 
ダイヤル回線をお使いの場合は、このキーを押 
すと、プッシュ回線と同じトーン信号を化ずこ 
とができまず。 

(2 已)数字キー （10 キー） 

ダイヤルするときや、オートダイヤルを登録す 
る隐ファクス番号や相手先名を入力ずるとき 
に押します。 

(26) 阴キー 

登録操作時に記号を入力するときに押します。 
[#] キーを押すと、 [*] キーの逆順で記号が表示 
されます。 

原稿台（ガラス面）か6ファクスを送信すると 
きは、最後の原稿をメモリーに読み込んだあと 
にこのキーを押しまず。 

(27) [スタート]キー (( D ) /ランプ 

次の操作を巧うときに使いまず。 

•ファクスのち信を開始ずるとき 
•原稿台（ガラス面）から原稿をメモ 
リーに読み込むとき 
• ファクスを手動で受信ずるとき 

(28) 予熱ランプ 

消費電力をかえる省エネルギー機能がはた6 
くと、ランプが点なします。 

















































デイスプレイについて 


本機の操作パネルには2行の液晶ディスプレイがあり、操作中の様々なメ、ソセージや設定が表示され 
ます。ディスプレイは1行に最大20文字表示ずることができまず。待機中はディスプレイに日が、時 
刻、受信モード、ファクス機能で使用できるメモリーの状態が表示されます。 


両面原稿自動ちリ装置に原稿をセットずると、2行目の表示は"夕 
イキ中"から"ソウシンデキマス"に変わります。 


(例)_ 

01-05 WED 13:20 
タイキ中 シ''ドウ100% 


[メニュー〕キーを押して設定を行うときは、ディスプレイには次のように表示されまず。 


(例)_ 

フアクスメインメニ； I - 
1:シ'']クシティソウシン 


選択した設定項目または入力された情報は2巧目に表示されまず。 


方向キーの巧用 

情報を設を、登録ずる際は、[メニュー片一を押し、[ィ]キー (©) または[►-〕キー (©) を押 
して設定ずる項目を選択してください。 

方向キーは文字を入力する際、カーソルを移動するときにも使用しまず。 


(例) 


ファクスメインメニュ - 
1:シ'']クシティソウシン 


〔イ]キー(〇)または〔►巧一 (©) で2行目に表示される項目 
を変更しまず。 


数字キーで番号を人力することで項目を違択することわできます。[メニュー]キーを押したあと選 
L タメてノ択したい項目の番号を数字キーで人力します。（項目の番号は、を項目の先頭に表示されます。）数 
字キーで入力すると、人力した番号の項目が違択または確走されます。 
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巧出音の音量を調節ずる 

次の手順で本機の呼化音の音量を調をできます。 


B [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 

、しし I 


両日ご 一 特别届まコピー灌度倍峯 



Q [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 



待機状態に戻ります。 


0 [ィ]キー(@)または [»-] キー (®) で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを巧ず 

□ [ィ]キー (&) または [»-] キー(色)）で 
"16: ヨビダシオンリョウセツテイ"を表 
示させ、[ミ夫定]キーを押ず 

□ [ィ]キー (®) または[►巧一 (©) で 
呼出音量を選択ずる 

次の中か6運択しまず。 

1:オフ 

2:ショウ（か） 

立チュウ（中） 

4タイは） 

呼化音を鳴らさないように 
するときは、 "1: オフ"を運 
択します。 



戸万；^ 呼出!音が "1: オフ"じ設走されていて 
わ外部電話機の呼化音は鳴ります。 
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終了音の長さを設定ずる 

次の手順で終了音（送受信の完了をおからせずる音）の長さを設定できまず。 

U [メニュ -] キ-を巧ず 



0 [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを押ず 

□ [ィ]キー(@)または！ >-] キー(@)で 
"1 己:シュウリヨウオンナガヴセッテイ" 
を表示させ、[巧定]キーを巧ず 


□ [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 
I 終了音の長さを設定ずる 



次の中から選択します。 

1:3ビヨウ （3 秒） 

2:1ビヨウ （1 秒） 

3:オフ 

終了音を鳴らなくずるとき 
は、 "3: オフ"を選択しまず。 


日 

[ミ夫定]キ- 

一を 巧ず 

メニュー < ► 

〇 ( PTT ^ 

ソート/ 

両面コピー特別お能コピー漂居 
〇 〇 〇 

或定 

が 


-1 


0 [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 



待機状態に戻ります。 
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終了音の音量を調節ずる 


次の手順で終了音（送受信の完了をおからせする音）の音量を調をできまず。 


B [メニュ ー] キーを f 甲ず 

を- 

、しし I 


両日ご 一 特别届まコピー灌度倍峯 




0 [ ィ]キー (&) または [»-] キー (©) で 

" 4 : ユーザープ □ グラム " を表示させ、[ミ夫 
定]キーを押ず 

□ [ ィ ] キー (®) または [»-] キー(@)で 
" 1 ： 7 : シュウリョウオンリョウセツテイ " 
を表示させ、 [ 巧定 ] キーを f 甲ず 


□ [ イ ] キー (©) または [► 巧一 (©) で 
I 終了音の音量を設定ずる 



次の中か6達択しまず。 

1:オフ 

2:ショウ（か） 

3:チュウ（中） 

4タイは） 

終了音を鳴らなくするとき 
は、 "1: オフ"を運択しまず。 


百 


[ ミ夫定 ] キーを f 甲ず 


〇 

ソ-卜/ /り 

両面 コピー 特別お能 コピー 漂度 

〇 〇 〇 



0 [メニュ ー] キーを f 甲ず 



待機状態に戻ります。 
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A 

D 

G 

J 

M 

P 

T 

W 

* 


e 

h 

k 

n 

P 

u 

w 


c 

千 


0 

q r s 

V 

X y z 

: ，十 ） （I ら ％ It 


It % & I () 十，： ;=>?[] { } * 


2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 
9 
* 
0 
林 


2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 
9 
* 
0 
林 


キー 入力できるでぞ 


キー 入力できる文:ぞ 


夕 GHI 


JKL ；\MNO 


卜ーン 


5 

6 

ヤ TUV 

ラ WXYZ 

8 

9 

n ，。_ 


0 

甘 



[再ダイヤル/ポーズ]キー 
を押ずごとに切り替わる 


♦同じキーで連続した2つの文字を入力するときは、最初の文字を入力してから〔►〕キー（〇)を 
押してカーソルを移動し、2つ目の文字を入力しまず。 

• 入力ずる女字をまちがえたときは、次の手順で入力し直してください。 

1. 〔ィ〕キー (©) または〔►片一 (©) で、力ーソルをまちがえた文字の直穫に移動させる 

2. 〔クリア〕キー（回）を押ず 

カーソルの1つ前にある文字が消去されまず。 

3. 正しい文字を入力する 

で字はカーソルの直前に挿入されまず。 


4 


2 



乂 


3 



フアクス設定 

文字入力のしかた 

数字キーで文字を入力ずることができます。文字は数字キー [1] から[引の上に表示されていまず。希 
望の文字が表示されるまで押して<ださい。 

[再ダイヤル/ポーズ]キーを押すと、英字入カモードに切り替わり、アルファべ、ソトを入力することが 
できまず。カタカナ入カモードに戻ずときは、再度〔再ダイヤル/ポープ]キーを押してください。 

ア カ ABC サ DEF 数字キーを押ずことにより、次の文字を入力ずることができます。 


ス 234 日 6s8zr. 

I [ 

CF I L 〇 R V Y _—_ 
ス BEHKNQUX 


ス 

- 

。へ 

ス 

才 

王 

ク 

ィ 4— 〇〇 
ア 2 3 ソ日 6739 

才 n ソトノホモユ □ 
エケセテネヘメ巾レ 
ウクスシ又フム3ル 
V キシチ I I ヒ/;ユリ 
アカサタナ八マヤラ 


I—I 
___ 


% 

& 


? 

___ 


& 

% 

$ 


ーン/_ 
.ヲも 
ワ # 
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ファクス設定 


曰付-時刻を設定する 

ディスプレイに表示される日付と時刻は、次の手順で操作パネルから設定してください。入力をまち 
がえたときは、〔クリア]キー（回）を押して削除したあと入力し直してください。 


/^― N • 時刻の表示おまは、24時聞制か12時園制を選択することができます。 （16 ページ）また、日付 
の表示おまは、月/日/年、日/月/年、年/月/日から選択することができます。 （17 ぺージ） 

• ファクスを信した原稿の画像が柜手側で化力される際、この操作で設走した日付と時刻に基づ 
き、を信日時げ用紙の上部に印字されます。 


U 


[メニュ ー] キーを f 甲ず 


(/y し為 I し勺 —〇 

特別括寬コピー舊度倍率 

〇 〇 〇 


凸 


[ミ夫定]キーを f 甲ず 


〇の 

丽〕ピ-搁!湿北-漂度 
〇 〇 〇 




0 [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 

"吕：トウ□クモード"を表示させ、[ミ夫定] 
キーを巧ず 

□ [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 
"吕:ニチジセッテイ"を表示させ、[ミ夫定] 
キーを巧ず 


□ 数字キーで年、月、曰を入力し、[ミ夫定]キー 
を巧ず 



工場化荷時、日付の表示お 
式は年/月/日じ設走されて 
います。 


0 [メニュ ー] キーを巧ず 



待機状態に戻ります。 


Q 数字キーで時刻を入力ずる 

工場化荷時、時刻の表示おまは24時聞制に設定 
されていまず。 

表示形式がに時聞制に設をされている （16 
ページ）場合は、[ィ]キー （®) または [>-] 
キー （©) で AM (午前）または PM (午後） 
を選択してください。 
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ファクス設定 


時刻の表示おぶをを更するには 

ディスプレイに表示される時刻 （15 ページ）の表示おまを12時間制または24時間制に変更するとき 
は、次の手順で行いまず。 


D 


[メニュ ー] キーを f 甲ず 


の W I Q ~ LJ 

特別棵寬北-漂度倍舉 

〇 〇 〇 


Q [メニュ ー] キーを f 甲ず 



待機状態に戻ります。 


0 [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを f 甲ず 

□ [ィ ] キー (®) または (©) で 
"20: ニチジセッテイフォーマット"を表 
示させ、[ミ夫定]キーを巧ず 

a [ィ]キー (©) または [►] キー (©) で 

"1: ジカンフォーマット"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを巧ず 

□ [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 
"1:1 吕ジカン"または"吕:24ジカン"を 
選択ずる 



凸 


[ミ夫定]キーを f 甲ず 


〇 〇 I Q ~ 

両面コピ-特別磯能北-這度 

〇 〇 〇 



16 


















































ファクス設定 


曰付の表示おぶをを更するには 

通信記録のを種一覧表の9ページ）や表紙が力日機能 （49 ページ）を有タカにした場合に表紙に印字さ 
れる日がの順序を変ちずるときは、次の手順で行いまず。 

この設定を変更してもディスプレイに表示される日が （15 ページ）の順序は変わりません。 


B [メニュ ー] キーを f 甲ず 


メ ニコー 

< ► 決定 

诗 

fji ] 

搁 J 摄寬コピー麓度倍率 

が00 



Q [メニュ ー] キーを巧ず 



待機状態に戻ります。 



0 [ィ]キー (®) または[►巧一 (©) で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを f 甲ず 

□ [ィ ] キー (®) または[^]キー (®) で 
" 20 : ニチジセッテイフォーマット"を表 
示させ、[ミ夫定]キーを巧ず 

a [ィ] キー (©) または [►] キー (©) で 

" 2 : ヒツケフォーマット"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを巧ず 

□ [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 
EP 字される曰付の順序を選択ずる 

次の中から選択します。 

1:ガツ/ニチ/ネン（月/日/年） 
2:ニチ/ガツ/ネン（日/月/年） 
3:ネン/ガツ/ニチ（年/月/日） 



凸 


[ミ夫定]キーを f 甲ず 


〇 I Q ~ Cpj 

ソ-卜/ /り 

両面コピー特别塘能コピー灌度 

〇 〇 〇 
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ファクス設定 


発信元名-発信元番号を営録する 


[メニュー]キーを押し、[ィ]キー （®) または [>-] キー （©) を押すごとに項目が切り替わり 
まず。[ま定]キーを押すとディスプレイじ表示されている項目を選択することができます。名前、 
ファクスを号、日付などの人力ち法は、下記の説 S 月を参照してください。 


ファクスち信した原稿の画像が巧手側で化力される際、用紙の上部に発信元情報として印字される発 
信元をと発信元番号（ファクス番号）は次の手順で登録を行いまず。 

文字入力をまちがえたときは、「文字入力のしかた」 （14 ページ）を参照して入力し直してくださし、 


次の手順で発信元をと発信元ファクス番号を入力してください。 


B [メ ニュ ー] キーを 巧ず 

を- 

、しし I 


両日:-特別宿産コピー這度倍率 



0 [ィ]キー (〇) または [»-] キー (0) で 

"2: トウ□クモード"を表示させ、[ミ夫定] 
キーを巧ず 

□ [ィ] キー(@)または (©) で 
"3: パッシンモトトウ□ク"を表示させ、 
[ミ夫定]キーを巧ず 

□ [ィ] キー (©) または[►巧一 (©) で 
"1: トウ□ク"を選択し、[ミ夫定]キーを f 甲ず 


Q 数字キーで発信元名を入力ずる 



文字入力のしかたについて 
は、 r 文字入力のしかた」 （14 
ページ）を参照してくださ 
い。（最大40文字まで入力で 
きます。） 

スペースを入力するとき 
は、 [1] キーをカナ入カモー 
ドでは12回、英字入カモー 
ドでは 2 回押します。 


凸 


[ミ夫定] キーを f 甲ず 


メニユー ► 決を 
〇 

ソ-卜/ 

両面コピー特別宿能コピー漂度 
0 0 0 / 


Q 数字キーでファクス番号を入力ずる 



ファクス番号（最大20巧) 
を数字キーで入力します。 
また、 [*] キーを押すと 
レ」が、 [#] キーを押ずと 
スペースが入力されます。 


Q [メ ニュ ー] キーを 巧ず 



待機状態に戻ります。 


0 [巧定] キーを f 甲ず 



ディスプレイに"八、ソシン 
モトメイ入力"と表示され 
まず。 


登録済の発信元情報を消去するとき 
は、次の操作をします。 

( 1 ) 手順4で"2:ショウキョ"を逞択 
し、[ま走]キーを押ず 

(2) ディスプレイに"ケッテイキーデ 
ショウキョ"と表示されたら[まを] 
キーを押す 

• 消去を取り止める場合は[まを] 
キーを押さずに[クリア]キー 
del ) を押してください。 
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ファクス設定 


送信モードの選択 

本機はメモリーち信と直接送信の2種類の送信モードを備えていまず。送信モードの切り替えは、[メ 
モリー〕キーで行いまず。メモリーランプが点灯しているときはメモリーち信が選択されており、ラ 
ンプが消灯しているときは直接送信が選択されていまず。 




それぞれのモードでは、送信は次のように行われます。 

メモリー送信（メモリーランプび点なしているとを） 

メモリー送信モードでは、原稿をいったんメモリーに読み込んでから巧手先へ送信します。両面原稿 
自動ちり装置から送信操作を行ったときで、実行中の送信ジョブや先に予約された送信ジョブがない 
(通信回線が使用されていない）ときは、原稿の読み込み動作と並行して、送信先へダイヤルし読み 
込みが完了した原稿の送信を開始しまず。この送信方法をクイックオンラインち信と呼びまず。予約 
されたファクスジョブがある場合や送信中に次の送信を予挽する場合、および原稿台（ガラス面）か 
ら複数ページの原稿を送信する場合は、原稿をすべてメモリーに読み込んでから、送信先へダイヤル 
して送信されまず。 


を信予約 （64 ページ）、順次同報送信 （65 ページ）、グループキーを使用した順次同報を信 （66 
户メツページ）、時刻指定适信 （73 ページ）でを信操作を行ったときは、原稿をすべてメモリーじ読み込 
んでからを信されまず。 


直ち送信（メモリーランプび消のしているとを） 

直接ち信モードで送信を行うと、送信先を呼び化してから原稿を直接送信しまず。 

直接ち信モードは本機のメモリーを使用しないので、メモリーがいっぱいの場合でも送信できます。 


• 直接を信実行中は、ファクスジョブをま斤たに予約することはできません。 

• 直接を信モードで原稿台（ガラス面）からを信するときは、原稿は1枚しかを信できません。 

• 直接を信モードでは、次の機能げ使用できません。 

を信予約 （64 ページ）、順次同報を信 （65 ページ）、グループキーを使用した順次同報を信 （66 
ページ）、時刻指定适信 （73 ページ） 
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ファクス設定 


受信モードの選択 

本機では、電話やファクスを受けるために、3つの受信モードがありまず。 

• 自動モード（ジドウ） 

自動的に応答してファクスを受信したいときに選択します。 「 TEL / FAX ジドウキリカエ」機能が 
設定されている場合は、電話とファクスを自動的に切り替えます。（電話として使用ずるには、外 
部電話機が必要でず。） 


• 手動モード（シユドウ） 

手動でファクスを受信ずるときに選択しまず。[オンフック]キーを押ずか、外部電話機の受話器を 
上げてかかってきた電話を受け、巧手がファクスを送信してきたときは、①〔スタート]キー （®) 
を押ず。②[ィ〕キー (©) または[►巧一 (©) で "2: ジユシン"を選択し、[沫定]キーまたは 
[スタート〕キー （®) を押ず。の操作で受信することができまず。 


• 留守録モード（ルス□ク） 

留守番電話機能がのクト部電話機が本機に接続してあり、留守番電話で応答させるときにこのモー 
ドを選択します。外化中でも伝言やファクスを受けることができまず。 


「ダイヤルインセツテイ」 （42 ぺージ）または 「 TEL / FAX ジドウキリカエ」 （40 ぺージ）が設定 
^- 》 されているときは、自動モードに設走してください。 


受信モードは、〔受信状態]キーを押して希望の受信モードに切り替えまず。 



選択した受信モードが 
表示されます。 


受信モードの詳細については、「ファクスを受信ずる」巧7ページ）を参照してください。 
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ファクス設定 


自動受信コール回数の設定 


受信モードが"ジドウ"のときに、本機がファクスを受信ずるまでの呼化音の回数を設定することが 
でき寺す 

設をした回数の呼化音が鳴り終わると、受信を開始しまず。本機の設置場所が居室から離れていて、 
呼化音を鳴らずことで受信したことを巧りたい場合など、お好みに応じて呼化音の回数を設をしてく 
ださい。 


[メニュ ー] キーを 巧ず 


凸 


メ ニコー ► 決定 

好 (ST^-O 

ソート/ 

-特别お能コピー灌度倍率 

K 3 〇 〇 


[メニュ ー] キーを f 甲ず 

> 待機状態に戻りまず。 

ソ-卜/ 

特別宿能つピー漂度おを 
〇 〇 



且 


[ィ] キー （©) または [►-]+- (径)） で 
"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを押ず 

[ィ] キー (©) または [►] キー (©) で 
"4: ジドウジュシンコールカイスウ"を表 
示させ、 [ミ 夫定]キーを f 甲ず 

[ is 字キーで呼出音の回数を設定ずる 


呼化音の回数を" 0" 〜 "15" 
のあいだで設定してくださ 
し）。 


换メモ) 


受信モードが"シユドウ"の場合は、 
応答ずるまで呼化音が鳴ります。 



[ミ 夫定] キーを f 甲ず 


メニユー< ► 決定 

〇 

ソ-卜/ 

両面 コピー 特别磯館 コピー 這度 
0 0 0 / 
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ファクス設定 


記録紙サイズの設定 

受信したファクスをプリントずる用紙のサイブを設をします。トレイの用紙サイブが A 4、8.5" x 11'\ 
8.5" x 14" じ(かに設定されているときは、用紙なしとして扱われまず。記録紙サイブの設定は、巧あ説 
日月書（共通編）の「用紙を補給する」を参照して<ださい。 


使用するトレイを巧更するには （1 段給紙ユニット装着時） 

別売品の1段給紙ユニットを装着し、2つのトレイがある状態では、受信データをプリントする際に使 
用ずるトレイを設定できます。 


B [メニュ ー] キーを f 甲ず 



0 [メニュ ー] キーを f 甲ず 



待機状態に戻ります。 


0 [ィ] キー (©) または[►巧一 (©) で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを f 甲ず 

□ [ィ] キー （®) または [►-]+- (©) で 
"2 氏トレイセンタク"を表示させ、[ミ夫茵 
キーを押ず 


a [ィ]キー (©) または [►-]+- (©) で 

トレイを選択ずる 



次の中から選択します。 
1:ジドウ（自動） 

2:トレイ M 
3:トレイ2 


百 


[ミ夫定]キーを f 甲ず 


〇 

両面 コピー 特別踊館 コピー 漫度 
0 0 0 / 
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ファクス設定 


電話回線の種類を設定する 

使用する電話回線の種類を設ちします。最初は"1:1 -ーン（プッシュ）"に設をされていまず。回線 
種類の確認ちまは、 r 電話回線の種類について」を参照して<ださい。 


B [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 


メニユー< ► まお 

好 

ソート/ 

両 [ こ’一特削届まコピー漂度倍率 



0 [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを押ず 


a [イ]キー (®) または[►巧一(径 )） で 
電話回線の種類を選択ずる 



次の中か6違択します。 

1:卜ーン（プッシュ） 
2:10 PPS (ダイヤル） 
3:20 PPS (ダイヤル） 

4:ジドウ 

"4: ジドウ"を達択すると、 
回線の種類を自動で設定し 
ます。ただし 10 PPS のダイ 
ヤル回線を使用していると 
きは手動で "2:10 PPS " を 
違択して < ださい。 



□ [ィ巧一 (©) または[►巧一(〇)で 
"18: カイセンシュルイセツテイ"を表示 
させ、[ミ夫定]キーを f 甲ず 


Q [ミ夫定] キーを f 甲ず 

0 [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 

待機状態に戻ります。 


電話回線の種類について 

電話回線には、プッシュホン ( PB ) ◎線と回転ダイヤル回線（パルス◎線）（ダイヤル速度： 20 PPS 
/10 PPS ) がありまず。現在お使いの回線の種類やダイヤル速度を確認し、回線の種類を合わせて 
ください。 

電話回線の種類を確かめるには 


これまでの ダイヤルした 回線の種類の 

電話機は？ ときの音は？ 設定を 


ボタン式 
電話機 


C 


ダイヤル式電話機 —► 


ピッポ、ソノ'?、ソ 


ピッポ、ソパッ 
と音がしなし、。 


上記の手順4で 
【2日 PPS 】 を逞択して「117」 
(時報）に電話をかけてみる 


て 


かかる 


せせらなし、 



【卜ーン】に 


に 0 PPS 】 に 


【10 PPS 】 に 


《「117」に電話をかけると、适話料金がかかります。 

外部電話機を接続していないときは> [オンフック]キーを押してか6ダイヤルしてください。 


• 電話回線の設定が合っていないと、電話がかからなかったり、ちがラ相手にかかることがありま 
• 電話回線を設定したあとは、むやみに切り替えないでください。 
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ファクス設定 


再コール回数を設定する 

巧手が話し中のときや、通信エラーが発生して送信を失敗したときに、自動的に送信し直ず再コール 
回数を設定できまず。（再コールしないように設定ずることもできまず。） 


N • 設定した回数の再コールが行われて电を信できなかった場合は、通信結果表がプリントされ、メ 
モリーに読み込まれたを信データは消去されます。 

• 直接送信の場合は巧コールされません。 


巧手び話し中の場合 

巧手が話し中のときの再コールの回数を選ぶことができまず。 


B [メ ニユ ー] キーを f 甲ず 

メニユー< ► ま定 


好 

ソート/ 

兩 [ ご一特別塘能コピー須度ち率 



0 [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 



待機状態に戻りまず。 


0 [ィ] キー (&) または[►巧一 (©) で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを押ず 

□ [ィ] キー (®) または[►巧一 (©) で 
"スサイコールカイスウ（ビジー)"を表 
示させ、[ミ夫定]キーを巧ず 


Q 数字キーを f 甲して再コール回数を入力ず 



再 コールの 回数を "00" 〜 
"15" の あいだで入力し ま 
す。 

再 コールし ないようにする 
場合は "00" を人力して< 
ださい。 


Q [ミ夫定] キーを f 甲ず 


メニユー < ► ミ夫ち 


〇の 




両面コピー特别稱箱コピー須度 
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ファクス設定 


通信エラーび巧生した場合 

通信エラーが発生したときの再コールの回数を選ぶことができまず。 


B [メニュ ー] キーを f 甲ず 


メニュー_ ► 決お 


(yJ I の ~〇 

ソート/ 

m こ’一特別摄唐コピー灌度おを 




0 [ィ]キー (®) または[►巧一 (©) で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを巧ず 


B [ィ]キー (©) または [»-] キー (©) で 

"狂サイコールカイスウ（エラー)"を表 
示させ、[ミ夫定]キーを巧ず 


Q 数字キーを巧して再コール回数を入力ず 



再 コールの 回数を "00" 〜 
"1 已" の あいだで入力しま 
す。 

再コールしないようにする 
場合は "00" を入力してく 
ださい。 


[ミ夫定]キーを巧ず 


メニュー 4_ ► ま定 

0 W I Q ― yO 

ソ-卜/ /り 

両面コピー特別お館コピー灌度 

〇 〇 〇 



Q [メニュ ー] キーを f 甲ず 



法定 




コピー蠢度惜率 
〇 〇 


待機状態に戻ります。 
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ファクス設定 


再コール間隔を設定する 

巧手が話し中のときや、通信エラーが発生して送信を失敗したときに、自動的に送信し直ず再コール 
の間隔を設定できまず。 


巧手び話し中の場合 

巧手側が話し中のときに、次に再コールずるまでの間隔を1分から15分のあいだ （1 分単位）で設定 
ずることができます。 


B [メニュ ー] キーを f 甲ず 

メニュー< ► ミ关定 


好 ( S^-O 

ソート/ 

両 i :-特别磯館コピー灌度倍率 



0 [メニュ ー] キーを f 甲ず 



待機状態に戻ります。 


0 [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを f 甲ず 


□ [ィ]キー(@)または [►] キー (©) で 
"9: サイコールカンカク（ビジー)"を表 
示させ、[ミ夫定]キーを巧ず 


Q 数字キーを巧して再コール間隔を入力ず 



再 コール 圍隔を "01" ~ 
"1 已"のあいだで入力しま 
す。 


[巧定]キーを巧ず 


メニュー -m ► ま定 
〇 

ソ-卜/ /り 

両面コピー特别塘館コピー灌度 

〇 〇 〇1 
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ファクス設定 


通信エラーび巧生した場合 

通信エラーが発生したときに、次に再コールするまでの聞隔を最大15分までのあいだ （1 分単位）で 
設定ずることができまず。 


B [メニュ ー] キーを f 甲ず 


メニュー<_ ► みお 

好 & I い ) ~〇 

ソート/ 

両：ご一 mm 〕ピー總恒率 




0 [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを f 甲ず 


□ [ィ ] キー (®) または [»-] キー (©) で 
"10: サイコールカンカク（エラー)"を表 
示させ、[ミ夫定]キーを巧ず 


Q 数字キーを巧して再コール間隔を入力ず 



再 コール 闇隔を "00" 〜 
"1 日"のあいだで入力しま 
す。 

送信 エラーで 回綜が切れた 
あと、 即再 コールさせる 場 
合は "00" を人力してくだ 
さい。 


[ミ夫定]キーを f 甲ず 


メニュー _ ► ま定 

0 W I Q — yO 

ソ-卜/ /リ 

両面 コピー 特别塘能 コピー 漂度 

0 0 0 / 


0 [メニュ ー] キーを f 甲ず 



待機状態に戻ります。 
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ファクス設定 


インデックス機能を設定ずる 

受信した用紙の上部に黒色マーク（インデックス）をプリントずることができまず。この黒色マーク 
は1件ごとに用紙の左からちへ移動してプリントされるので、用紙の整理が容易になります。 



次の手順でインデックス機能を設定ずることができます。 


B [メニュ ー] キーを f 甲ず 

を- 

、しし I 


巧0 :-特別届まコピー灌度倍率 



百 


[ミ夫定] キーを f 甲ず 


決走 


0 し V) I の ~ 

兩面〕ピ-樹!窗®コピ - a 度 
0 0 0 / 


0 [ィ]キー (&) または[►巧一 (©) で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを押ず 

□ [ィ]キー (©) または (©) で 
"19: インデックスプリントセッテイ"を 
表示させ、[ミ夫定]キーを f 甲ず 

□ [ィ]キー (®) または[►巧一 (©) を 
押して "1: オン"または "2: オフ"を選択 
ずる 

•"1: オン"を選択するとこ 
の機能が有効になりま 
す。 

• "2: オフ"を達択するとこ 
の機能が無効になりま 
す。 



凸 


[メニュ ー] キーを f 甲ず 



待機状態に戻ります。 
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ファクス設定 


発信元 EP 字機能を設定する 

本機は原稿送信時、発信元情報として送信を行った日が•時刻、発信元を、発信元番号、送信ページ 
番号をがけて巧手側に送信しまず。送信原稿の画像が相手側で化力される際、用紙の上部にこれらの 
情報が印字されまず。送信時に発信元情報をがけないようにずるには、次の手順に従って設をしてく 
ださい。 


U 


[メニュ ー] キーを f 甲ず 




-特到樹宙コピ ー m $ 


惜率 


〇 〇 


0 [メニュ ー] キーを f 甲ず 



待機状態に戻りまず。 



0 [ィ]キー (&) または[►巧一 (©) で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを押ず 

□ [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 
"22: 八ツシンモトインジ"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを巧ず 

a [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) を 

押して "1: オン"または "2: オフ"を選択 
ずる 

•"1: オン"を逞択すると、 
発信元情報を付けて送信 
します。 

• "2: オフ"を逞択すると、 
発信元情報を付けずじを 
信しまず。 



百 


[ミ夫定]キーを巧ず 


まを 


〇 

ソ-卜/ /り 

両面コピー特别樣館コピー灌度 

0 0 0 / 
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ファクス設定 


画質優先設定 

ファクス送信時の画質の初期設をを変更できまず。最初は"フツウジ"に設をされていまずが、この 
設定を"チイサナジ"または"セイサイ"に変更ずることができます。変更ずるときは、次の手順で 
巧って < ださい。 


U 


[メニュ ー] キーを f 甲ず 




-特別樹宙〕ピー總 


恒率 


〇 〇 


0 [メニュ ー] キーを巧ず 



待機状態に戻ります。 


0 [ィ] キー (@) または[►巧一 (©) で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを押ず 

□ [ィ] キー (®) または[►巧一 (©) で 
"3: ガシツユウセンセッテイ"を表示さ 
せ、[ミ夫定]キーを押ず 


a [ィ]キー (®) または [►] キー (©) 

で送信画質を選択ずる 


決定 


〇 W I W ―〇 

i 面コピー特別磯能 
〇 〇 


i 度倍率 



次の中から選択しまず。 

1:フツウジ（普通字） 

2:チイサナジ（かさな字) 
3:セイサイ（精細） 


"チイサナジ"および"セイサイ"のチュウカンチョ 
ウ（中間調）を画質優先設定として選択することは 
できません。 


百 


[ミ夫定]キーを f 甲ず 


〇 ^ I ~ 

両面コピー特別 n 能コピー須度 [ 

〇 〇 Onh 
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ファクス設定 


本機と同じ回線でモデムを ffi 用する場合の設定 

外部電話機で電話を受けたときに受話器からファクス音が闇こえたときは、本機はファクス信号お出機 
能により、自動的に受信を開始するように設定されていますが、同じ回線でモデムを使用している場合 
はこの機能をオフにする必要があります。オンに設定していると、本機はコンピュータからの通信を 
誤って受信しようとします。ファクス信号お出機能をオフにするときは、次の手順で巧ってください。 


U 


[メニュ ー] キーを f 甲ず 




-特到樹宙コピ ー m $ 


惜率 


〇 〇 



0 [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 

" 4 : ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを押ず 

□ [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 
" 13 : FAX シンゴウケンシユツセッテイ" 
を表示させ、[ミ夫定]キーを f 甲ず 


a [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 

" 1 : オン"または " 2 : オフ"を選択ずる 



"1: オン"を選択するとファ 
クス信号お出機能が有な 
になります。 

"2: オフ"を違択ずるとファ 
クス信号お出機能が無効 
じなります。 


百 


[ミ夫定]キーを f 甲ず 


縮 


〇 

ソ-卜/ /り 

両面 コピー 巧别お能 コピー 這度 

0 0 0 / 


0 [メニュ ー] キーを f 甲ず 


メニユー< ► ま定 

好 (SE)-hO 

ソート/ 

巧[:-特别樣能コピー遺度倍率 



待機状態に戻ります。 
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ファクス設定 


■ J モート切替番号の設定 

本徽ま、外部電話機を使ってファクスを受信ずることができます。この機能はファクス信号お化機能 
(31 ページ）が無効であっても作動しまず。ファクス音が闇こえたら、2衍のリモート切替番号（初 
期設定値： 55) を外部電話機の数字キーで入力し、[*〕キーを1回押ずとファクスの受信が始まりま 
す。巧8ページ「リモート受信」） 

リモート切替番号を変更ずるときは、次の手順で行ってください。 


• 本機と同じ回線でモデムを使用していないときで、ファクス信号お化機能が有効に設走されてい 
るときは、外部電話機の受話器を取ってファクス音が聞こえてきた6、本機が自動的にファクス 
を受信します。リモート切营番号を入力するを要はありません。 

•リモート受信機能は、ご使用の電話回線の種類がダイヤル回線のときは、外部電話機を I 'ーン信 
号が化せる状態に切り替えて使用してください。詳しくはお使いのタト部電話機の取あ説巧書を参 
照してください。 


B [メニユ ー] キーを f 甲ず 

メニユー< ► 決定 


0 (SS)-hO 

ソート/ 

兩 i :-特别樣能コピー濱度倍率 



0 [メニュ ー] キーを f 甲ず 



待機状態に戻ります。 


0 [ィ]キー (&) または[►巧一(色)）で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを f 甲ず 

□ [ィ ] キー (©) または [»-] キー（径 )） で 
"12: リモートキリカエバンゴウ"を表示 
させ、[ミ夫定]キーを巧ず 



数字キーでリモート切智番号を入力ずる 



変更するリモート切替番号 
を "00" 〜 "99" のあいだ 
で入力しまず。 


百 


[ミ夫定]キーを f 甲ず 


メニユー < ► まお 

〇 

ソ-卜/ /り 

両面コピー特别塘能コピー須度 

〇 〇 〇, 
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ファクス設定 


才ートダイヤルを營録する 


本機は、巧手先のファクス番号をあらかじめ登録しておくことで、送信時のダイヤル操作を簡略化で 
きるオートダイヤル機能を備えています。押ずだけで巧手先にダイヤルすることができるワンタッチ 
キー（ワンタッチダイヤル）と、[短縮/電子電話帳]キーを押して2巧の短縮番号を人力ずることで巧 
手先へダイヤルできる短縮ダイヤルの2種類のオートダイヤルがあります。 

ワンタッチキーは最大18件、短縮ダイヤルは最大100件登録ずることができまず。 

オートダイヤルを登録ずるときは、市外局番から入力してください。 

ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを登録する 

次の手順でワンタッチダイヤルまたは、短縮ダイヤルを登録しまず。 



B [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 


メニユーィ_ ► ま足 

の し V )1の ~〇 

ソート/ 

巧[:-特别お能コピー灌度倍率 



0 [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 

"2: トウ□クモード"を表示させ、[ミ夫定] 
キーを巧ず 


□ [ィ ] キー (©) または [»-] キー （色)）で 
"1: ファクスバンゴウ"を表示させ、[ミ夫 
定] キーを 巧ず 


a [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 

登録したい才ートダイヤルを表示させ、踩 
定]キーを巧ず 



ワンタッチダイヤルを登 
録する場合は、 "1: ワン 
タッチダイヤル"を違択 
します。 

短縮ダイヤルを登録する 
場合は、 "2: タンシュク 
ダイヤル"を逞択します。 


□ [ィ]キー (©) または (©) で 
"1: トウ□ク"を選択し、[ミ夫定]キーを巧ず 


登録ずるワンタツチキー/短縮ダイヤル 
ま号を入力ずる 



• ワンタッチダイヤルを登 
録ずる場合は、ワンタッ 
チキー (01-18) を押し 
ます。 

[10]~[18]を違択すると 
きは、[シフト] キーを 押 
してランプが点好してい 
る状態で押しまず。 

• 短縮ダイヤルを登録する 
場合は、2巧の短縮ダイヤ 
ル番号（00~99) を 数字 
キーで 入力し、 [ ま定] 
キーを 押します。 


Q 数字キーでファクス番号を入力ずる 



ファクス番号を40巧じ(内 
(ポーズを含む）で入力して 
ください。 


凸 


[ミ夫定] キーを f 甲ず 


決定 


〇 

ソ-卜/ 

両面 コピー 特別棲諾 コピー 漂度 
〇 〇 〇! 
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ファクス設定 


Q 数字キーでホ目手先名を登録ずる 

柜手先の場所やを前などを 
20文字 W 内で入力して< 
ださい。文字入力のしかた 
は「文字入力のしかた」 （14 
ページ）を参照してくださ 
し''。を刖を乂力しない場合、 
この手順は省略できます。 


E [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 

国際通信モードを選択ずる 

次の中から逞択します。 

1:シテイナシ（指定なし） 

2:モード1 

3:モード2 
4モード3 




四 


[ミ夫定] キーを 巧ず 


両面コピー特別輝館コピー濱度 

〇 〇 〇 



D [ィ]キー (〇) または [»-] キー (®) で 

チェーンダイヤル設定を選択ずる 

チェーンダイヤル巧3ペー 
シ‘） に使用する番号として 
登録する場合は "1: スル" 
を、しない場合は "2: シナ 
イ"を選択しまず。 



チェーンダイヤルとして設をすると、通信ま度 
や国際通信モードは設走できません。 

[まを]キーを押して手順17へお進み < ださい。 

Q [ミ夫定] キーを f 甲ず 



[イ]キー (©) または[►巧一 (©) で 
通信速度を選択ずる 



次の中か6選択します。 

1:33600 bps 

2:14400 bps 

3:9600 bps 

4:4800 bps 


尽メモつ 


ミ毎外への通信など、届信回線の回線事 
情が悪<、あ6かじめどの适信ま度が 
最適かわかっているときは、通信まを 
の設定を変更してください。回線事情 
が不明のときは、适信速度の設定は変 
更しないで < ださい。 


14 


[ミ夫定] キーを f 甲ず 


• ミ毎外へファクスをを信ずるときは、 
'^21^ 回線の状態じよって画像が乱れた 

り、通信が中断してしまうことがあ 
ります。国際通信モードを正しく設 
定すると、そのよクな通信障害を屬 
減することがでさます。 

• ミ毎かへのお信でエラーがよく起こる 
場合は、モード1~3をそれぞれ試し 
てみて、正常に通信できるモードを 
己及おして ぐ f 一とし、。 


E [決定]キ—を巧ず 



手順5に戻りまず。 

他のファクス番号を登録す 
るときは、くり返し同様の 
操作を行ってください。 



[メ ニュ ー] キーを 巧ず 



待機状態に戻ります。 

ワンタツチキーを 登録した 
ときは、 ワンタッチキーの 
上のラベルにを前を書いて 
おくことをお勧めします。 


• 海外のファクス番号を登録するとき 
心メてノ など、アクセス番号（001など）を 

入力したあと、[再ダイヤル/ポーズ] 
キーを押してか6電話番号を入力し 
てください。[再ダイヤル/ポーズ] 
キーを1回押すと、約2秒聞の待ち時 
園ができます。 

• ファクス 番号の登録にはポーズや 
I ン （*) を人れることもできま 
ずが、構内交換機 ( PBX ) か60発 
信する場合や、海外の ファクス 番号 
を登録するじ(外でポーズを入力する 
と正しく電話がかか6ないことがあ 
ります。 
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ファクス設定 


ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを消去する 

次の手順でワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを消去できまず。 


D 

1 [メニュ ー] キーを f 甲ず 

1 

ュー ► 決定 

をぃ ） 1 C へ J ~ 〇 


両日 

こ‘一特別巧寬コピー舊度倍率 


3 

が。。 



Q [ミ夫定]キーを f 甲ず 


決を 


〇 

i 面〕ピー特別湿北一潰 

〇 〇 〇 


手順5に戻ります。続けてワ 
ンタッチダイヤルまたは短 
縮ダイヤルを消去ずるとき 
は、<リ返し同様の操作を 
巧ってください。 



0 [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 

"2: トウ□クモード"を表示させ、[ミ夫定] 
キーを巧ず 


B [ィ]キー(〇)または [»-] キー (©) で 

"1: ファクスバンゴウ"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを巧ず 


a [ィ]キー(〇)または [»-] キー(色)）で 

消去したい才ートダイヤルを選択ずる 



ワンタッチダイヤルを消 
去する場合は、 "1: ワン 
タッチダイヤル"を違択 
します。 

短縮ダイヤルを消去する 
場合は、 "2: タンシュク 
ダイヤル"を違択します。 


Q [メニュ ー] キーを巧ず 


► 決を 


好 い） I の ~ 

J :- 特別横堇コピ-漂度悟率 



待機巧態に戻ります。 


次の場合はワンタッチダイヤルまた 
は短縮ダイヤルの消去はできません。 

• グループダイヤル （36 ページ）に登 
録されている場合 

• ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイ 
ヤルを使って、送信中またはを信予 
が]されている場合 


□ [ィ]キー (®) または [►] キー（@)で 
"2: ショウキヨ"を選択し、[決定]キーを 
f 甲ず 


□ 消去ずるワンタッチキー/短縮ダイヤル 
ま号を入力ずる 

• ワンタッチダイヤルを消 
去ずる場合は、消去する 
ワンタッ チキー の1~ 
18) を押します。 

[10] 〜 [18] を選択すると 
きは、[シフト]キーを押 
してランプが点好してい 
る巧態で押します。 

• 短縮ダイヤルを消去する 
場合は、消去する短縮ダ 
イヤルの番号の〇〜 99) 
を数字キーで入力し、[ま 
を]キーを押します。 
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ファクス設定 


グループ ダイヤルを営録する 

グループダイヤルを使用ずると、一度の操作で複数の巧手に送信できまず。この機能は原稿を複数の 
巧手に送信ずる順次同報送信を行うときに便利です。 

グループダイヤルは、ワンタッチキーに登録しまず。グループダイヤルを登録、消去ずるにはじ(下の 
手順に従ってください。 （1 つのワンタッチキーにワンタッチダイヤルとグループダイヤルの両方を同 
時に登録ずることはできません。） 

• グループダイヤルには最大100局の巧手先を登録できまず。 

• ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、数字キーで入力したファクス番号をグループダイヤルとし 
て1つのワンタッチキーに登録ずることができまず。 

• 一度登録したグループダイヤルにファクス番号を追力□ずることちできまず。 


グループダイヤルに登録-追加する 


B [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 

、しし I 


両日ゴー特別届まコピー這度倍率 



□ グループキーとして使用ずるワンタッチ 
キーを巧ず 

すでに登録されたグループ 
キーにファクス番号を追化 
するときは > グループキーを 
押したあと[ィ]キー (©) 
また助►片 一(©) で"1: 
スル"を還択し、[まを]キー 
を押してください。 



0 [ィ]キー (@)または [►] キー (®) で 

"2: トウ□ク モー ド"を表示させ、[ミ夫定] 
キーを 巧ず 

□ [ィ] キー (®) または[►巧一(径)）で 
"1: ファクスバンコウ"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを巧ず 

a [ィ] キー (®) または[►巧一 (©) で 

"3: グループダイヤル"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを巧ず 

□ [ィ] キー(@)または [»-] キー (©) で 
"1: トウ□ク"を選択し、[ミ夫定]キーを巧ず 


H グループダイヤルに登録ずるファクスま 
号を入力ずる 

次の方法でファクス番号を登録してください。 
•登録したいワンタッチダイヤルのワンタッ 
チキーを押して[まを]キーを押ず 
• [短縮/電子電話帳]キーを押したうえ、登録し 
たい短縮ダイヤルの番号を数字キーで人力 
して[ま定]キーを押す 

• 数字キーでファクス番号を入力して[まを]キー 
を押す 


尽メろ 


1つのグループダイヤルじ別のグ 
ループダイヤルを登録ずることはで 
きません。 


Q [ミ夫定]キーを f 甲ず 


〇 

ソート/ 

両面コピー特別宿能コピー漂度 

〇 〇 On 

決を 

も 


/ 
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ファクス設定 


Q 数字キーでグループダイヤル名を登録ず 

数字キーでグループダイヤ 
ルをを20文字 W 内で入力 
してください。文字入力の 
しかたは「文字入力のしか 
た」 （14 ページ）を参照し 
て<ださい。名前を入力し 
ない場合、この手順は省略 
できます。 



すでに登録されたグループキーにファクス番号を追 
力□したときは、登録されたグループダイヤル名が表 
示されます。あ要に応じて変更してください。 



U [決定]キーを f 甲ず 


0 しィ I み ~~ yy 

両面北-特別樹能コピー鶴 

〇 〇 〇 



手順6に戻ります。続けてグ 
ループダイヤルを登録する 
ときは、くり返し同様の操 
作を行ってください。 


E [メニュ ー] キーを f 甲ず 


メニュー _►- まを 

(0 し苗 I い J ―〇 

ソート/ 

巧[:-特削届まコピー灌度倍率 



待機状態に戻ります。 
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ファクス設定 


次の手順でグループダイヤルから不要なファクス番号を削除したり、グループダイヤルを消去ずるこ 
とができまず。 


D 

1 [メニュ ー] キーを f 甲ず 

メニ 

ュー< ► 或定 


兩 

3 

が。。 






凸 


[ミ夫定] キーを f 甲ず 


メニユー ^ _ ► ミ夫ち 

0 W I の ~ 

ソ-り 'リ 

両面北-特別廣能コピー激 

0 0 0 / 


0 [ィ]キー(〇)または [»-] キー(@)で 

" 2 : トウ□クモード"を表示させ、[ミ夫定] 
キーを巧ず 

□ [ィ]キー(〇)または[►巧一 (©) で 
" 1 : ファクスバンコウ"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを巧ず 

a [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 

"3: グループダイヤル"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを巧ず 

□ [ィ]キー (®) または [►] キー(〇)で 
" 2 : ショウキョ"を選択し、[決定]キーを 
巧ず 

□ 削除ずるグループダイヤルのワンタッチ 
キーを巧ず 

H [ィ]キー (©) または[►巧一(径 )） で 

" 1 : アイテサキ"を選択し、[ミ夫定]キーを 
f 甲ず 

グループダイヤルか6全ての番号を消去する 
場合は、 "2: グループ"を違択して[ま定]キーを 
押し、手順10に進んでください。（[決定]キー 
を押すと消去が実行されますのでごを意くだ 
さい。） 


Ui 終了ずるには[ィ]キー (©) または [►-] 

Mi キ ー(©) で [ 2 : シュウリョウ]を選択ずる 

続けて別のグループダイヤルを削除ずる場合 
は、 "1: ケイソク"を選択して[みを]キーを押し 
て<ださい。手順別こ戻ります。 


田 


[ミ夫定] キーを f 甲ず 


決を 


〇 

ソ-卜/ 

両面コピー特別棲諾コピー漂度 
0 0 0 / 


E [メニュ -] キ—を f 甲ず 

待機状態に戻ります。 



Q 削除ずる番号を入力ずる 

次の方法で削除するファクス番号を入力して 
ください。 

• ワンタツチキーを押す 
•[短縮/電子電話帳]キーを押したうえ、数字 
キーで短縮ダイヤル番号を入力する 
• 数字キーでファクス番号を入力する 
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か部電話機を接続ずる 

本機に電話機や留守番電話機を接続したときは、次の手順で設定を行ってください。 

次の機能は外部電話機を接続しないと利用できません。 

L タメてノ • TEL / FAX 自動切替 （40 ぺージ） 

• ダイヤルイン （42 ページ） 


B [メニュ ー] キーを f 甲ず 

、しし I 


両日ご一特别届まコピー這度倍率 



0 [メニュ ー] キーを f 甲ず 



<_ ► 夕定 

W I の ~ 〇 

ソート/ 

特別宿能コピー漂度倍率 
- 〇 〇 


待機状態に戻ります。 



0 [ィ] キー (©) または[►巧一 (©) で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを押ず 

□ [ィ 巧一(〇)または[►巧一 (©) で 
"23: ガイプデンワセツゾク"を表示させ、 
[ミ夫定]キーを巧ず 


a [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) を 

押して "1: オン"または "2: オフ"を選択 
ずる 



"1: オン"を選択するとこの 
機能が有巧になりまず。 


百 


[決定]キーを押ず 


〇処 


ソート/ 

両面コピー巧别摄館コピー灌度 

〇 〇 Or 
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外部電話機を接続ずる 


呼化音が鳴ってか6自動的に受信を開始します。（自動受信： 20 
ページ） 


電話をかけ 
たときまた 
はファクス 
を手動送信 
したとき 



呼出音び鳴っている間に受話器を上げると 

相手と通話ができます。通話後にファクスを受信する場合は、手 
動受信操作 （20 ページ「手動受信」参照）を行います。 


呼出音び鳴っている間に受話器を上げなかった場合 

柜手がファクスを信のときは、相手側でを信操作を巧うと受信を 
開始します。 


電話とフアクスを自動的に切り替えて使用する 

自動受信モードに0ページ）で、電話とファクスを自動的に切り替えるように設定ずることができま 
ず。次の手順で自動切替を行うように設定しておいてください。ダイヤルイン （42 ページ）を利用し 
ているときや F ネット旧7ページ）による受信では、この機能は使用できません。 


U 


[メニュ ー] キーを f 甲ず 


ソート/ 

-特別塘能コピー須度ち率 

to 〇 〇 


百 

凸 

凸 


[イ]キー （©) または [I 
"4: ユーザープ□グラム" 
定]キーを押ず 


«►] キー(〇)で 
を表示させ、[ミ夫 


[ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 
"24: TEL / FAX ジドウキリカエ"を表示 
させ、[ミ夫定]キーを f 甲ず 


[イキー (©) 
押して "1: オン" 
ずる 



または[►巧一 (〇) を 
または "2: オフ"を選択 

"1: オン"を選択ずるとこの 
機能が有巧になりまず。 


百 


[ミ夫定]キーを f 甲ず 


メニユー< ► 決を 

〇 

ソ-り /叫 

両面コピー特別宿能コピー漂度 

0 0 0 / 


□ 数字キーで呼び出し回数を入力し、跌定] 
キーを f 甲ず 

相手が電話をかけてきたと 
き、またはファクスを手動 
送信してきたときの呼び化 
し回数を01〜15のあいだ 
で設定します。 

受話器を上げるまで呼化音を 
鳴り続けるようじする場合 
は、00を設定してください。 


〇 

両面〕ピ-巧別 it 北-駕度 

〇 〇 Or 




[メニュ ー] キーを f 甲ず 



_ ► 夕定 

W I Q ~^ 

ソート/ 

特別再まコピー漂度倍率 
- 〇 〇 


待機状態に戻りまず。 


TEL / FAX 自動切替に設定したときは 

TEL / FAX 自動切替を設定ずると、巧手の電話やファクスのち信方をによって本機の対応がじ(下のよ 
うに変わリます。 


巧手側 


こち5側 



ス送と 
ク動た 
ァ自し 
フを信き 
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外部電話機を接続ずる 


留守番電話機の/ V 'ックアップ 

お使いの留守番電話機のテープがいっぱいになったり、機械自体が故障ずるときがありまず。このよ 
うな状態でも、自動受信機能をオンにずるとファクスを受信することができまず。本機は呼化音が6 
回なったあと、自動的に全ての呼び化しに応答しまず。この機能を使用ずるには、次の手順を行って 
ください。 


B [メニュ ー] キーを f 甲ず 



百 


[ミ夫定]キーを巧ず 


〇 

ソ-卜/ 

両面 コピー 特別お能 コピー 漠度 
〇 〇 〇 




0 [ィ]キー (®) または [»-] キー (®) で 

"巨:ルスバンデンワセツテイ"を表示さ 
せ、[ミ夫定]キーを f 甲ず 

□ [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 
"1: ジドウジユシンキリカエ"を表示さ 
せ、[ミ夫定]キーを f 甲ず 


a [ィ]キー(〇)または[►巧一 (©) で 

"1: オン"または "2: オフ"を選択ずる 



•"1: オン"を違択すると、 
機能が有巧になります。 

• "2: オフ"を逞択すると、 
機能が無タカになりまず。 


0 [メニュ ー] キーを f 甲ず 



待機状態に戻ります。 


N 自動受信に設走しているときは、留守番電話機が応答ずるまでの呼化音の回数が5回 W 下に設走さ 
'^213 /れていることをお認してください。6回 W 上に設をされていると、本機がずベての呼び化しに応答 
してしまうため、伝言メッセージを受け取ることができません。 
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外部電話機を接続ずる 


ダイヤルインサービスを利用するとをは 

NTT のダイヤルインサービス（有料）を契約ずると、1つの電話回線でファクス番号と電話番号の2 
つを設定することができます。ダイヤルインサービスは NTT との契約が必要です。このサービスを受 
けられない局番（地域）もありまずので、詳しくは NTT 窓□にご相 f 炎ください。 

モデムダイヤルインサービスはご利巧になれません。ダイヤルインサービスをご契約ください。 


(例）ファクス番号 03-1234-5678 電話番号 03-1234-1234 の場合 



巧手がファクス用番号（例：の¬ 
に34-日目? の をダイ中ルしてファク 
スを送ってきたとき 



電話がかかってきたとき 


巧手が電話巧番号（例： 03-1234- 
1234) をダイヤルして電話をかけ 
てぎたとぎ 


r03-1234-1234J 

にダイヤル 


本機と列部電話機の呼出音が 
鳴 5 ずに、ファクス受信に切 
り曾わりまず。 



が部電話機か 5 呼出音が幅り 
まず。この時、受話器を取る 
と通話できまず。 


でさること 

受話器を上げて通話 
手動送受信 


ダイヤルインを使用ずるときは、次の手順で設定を巧ってください。設定を行っていないときは、ダ 
イヤルインサービスを契約していても、この機能ははたらきません。 


-接続した外部電話機の種類によっては、呼化音を鳴らさずにファクス受信するように設定してい 
^メッ ても呼化音が短く鳴ることがあります。 

• ダイヤルインを使用しているときは、 TEL/FAX 自動切替 （40 ぺージ）は利用できません。 

• 本機がファクス受信できない状態のときは、すべて電話着信になります。 

• 1つの電話回線でずからファクス送受信と同時に電話をかけたり受けたりずることはできません。 
• ダイヤルイン機能を利用ずる場合は、 NTT の各種サービスがご利用になれない場合や、一部制 
約を受けることがありまず。詳しくは、おおくの NTT じお問い合わせください。 


Q [メニュ ー] キーを f 甲ず 

、しし I 


両日ご一特別盾産コピー這度倍率 



0 [ィ]キー (&) または[►巧一 (©) で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを押ず 


□ [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 
"2 己:ダイヤルインセツテイ"を表示さ 
せ、[ミ夫定]キーを巧ず 


□ [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) を 
巧して "1: オン"または "2: オフ"を選択 
ずる 



"1: オン"を違択するとこの 
機能が有効じなります。 
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外部電話機を接続ずる 


Q [決定]キーを f 甲ず 

ディスプレイじ"ガイプデン 
ワガオフデスサイセツテ 
イクダサイ"と表示されたと 
きはクト部電話接続の設定 
巧9ぺージ手順 4) を "1: 才 
ン"じ違択し直したうえで、 
再度ダイヤルイン設定の操 
作をやり直してください。 

□ 数字キーでダイヤルイン番号 （4 衍）を入 
力し、[ミ夫定]キーを巧ず 

4桥のダイヤルイン番号は 
NTT のダイヤルイン サービ 
スでちえられた番号を入力 
してください。 


0 & I しぺ ~〇 

両面北-特邸播能コピ ー i 度 

〇 〇 〇 



〇 

ソ-卜/ 

両面 コピー 特别樣能 コピー 遺度 

〇 〇 〇 




Q [メニュ ー] キーを f 甲ず 



待機状態に戻ります。 
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3 原稿について 


送信でをる原稿について 


ち信したい原稿が仕様に合っているか確認してください。 


サイズと質量 

両面原稿自動送り装置にセットできる原稿のサイブと質量（厚さ）は、セットする原稿の枚数によっ 
て異なリまず。 


両面原稿自動送り装置を使ラとを 

セツトできる原稿のサイズ 

最大 


:片面原稿 
:両面原稿 

21 6mm 

※矢印（な）は原稿の給紙ち向を表していまず。 

• 長尺原稿を給紙する場合、原稿の両端を持ち、原稿ガイドにそってセットしてください。 

L タメてノ • 両面原稿自動をり装置で使用できる原稿には制限げあります。詳し<は取あ説巧書（共通編）「基 
本的なコピーのとりかた」を参照してください。 



セツトできる原稿の質量（厚さ) 

52g/m2 ◄ - ► 90g/m2 


原稿台（ガラス面）を使うとを 

セツトできる原稿のサイズ：次の3種類のサイブの原稿をセツトできます。 






8.5x14 

A4 

297mm 

8.5x11 

280 mm 


3 已 6mm 


21 0mm 21 6mm 


21 6mm 


尽メモつ 


原稿をを信ずる場合、原稿の端部に読み取れない領域がありまずのでごを意<ださい。この領域 
にある文字や画像は送信できません。 


1 mm-4mmT 陳機纖纖 M 


4 mmW 下 £ 


読み取り有効範囲 


最大 4.5 mm 
(両側の合計) 


44 























4 ファクス機能の巧いかた 


本機のファクス機能は、画質、受信モードの設定や、順次同報、ポーリングなどいろいろな機能を借 
えていまず。また、原稿をメモリーに読み込んでからち信したり、受信したファクスをメモリーに記 
憶ずることができます。 


送信のしかた 

原稿をセツトする 

両面原稿自動送り装置または原稿台（ガラス面）に原稿をセットしたあと、 t (下の操作を巧いまず。 


両面原稿自動送り装置を使ラとを 


原稿が原稿台（ガラス面）に残ってお5 
ず、コピー中でないことを確認し、両面原 
稿自動送り装置を閉じる 


原稿セツト台の原稿ガイドを原稿サイズ 
に合わせる 



Q 次のどち5かの方法でファクスを送信ず 

• 原稿を本機のメモリーに読み込んでを信す 
るときは、メモリーランプが点好しているこ 
とを殖認し、「ダイヤルのしかた」 （52 ペー 
シ‘） にお進み < ださい。 

• 原稿を本機のメモリーに読み込まずじ送信 
するときは、[メモリー]キーを押してメモ 
リーランプを消なさせ、「ダイヤルのしかた」 
(已2ページ）にお進みください。 


□ 送信したい面を上向きにして原稿セット 
台に原稿をセットずる 

原稿の上端がち側になるようにセツトしてく 
ださい。 

原稿を一度に最大30枚*までセツトできます。 
※厚みが 52g/m 2 ~90 目/ m 2 おの原稿の場合 


原稿を上向きにセット 
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送信のしかた 


原稿台（ガラス面）を使ラとを 


□ 両面原稿自動送り装置に原稿が残ってい 
ないことを確認してか5開く 

0 原稿台（ガラス面）に原稿を下向きにして 
セットずる 

原稿台スケールのサイズに合わせてセットし 
てください。（►マークに原稿端辺の中ムを合 
わせて < ださい。） 


Q [スタート]キー(⑥）を f 甲ず 



設定された原稿サイズが 
ディスプレイに表示され、 
原稿が読み込まれます。 



原稿台（ガラス面）を使う場合は、両 
L グメツ面原稿自動をり装置に原稿をセット 
しないでください。 


Q 両面原稿自動送り装置を静かに閉じる 



a 必要に応じて送信原稿サイズ (47 ページ)、 
画質 （48 ぺージ)、濃度 （48 ぺージ）を設 
定し、「ダイヤルのしかた」（己吕ぺージ） 
を参照して送信相手巧のファクス番号を入 
力ずる 


[スタート]キー(⑥）を押したあと設 
定された原稿サイズが画面に表示さ 
れまず。 

表示されたサイズげ、セットした原稿 
のサイズと同じであることを磕認し 
てください。（工場化荷時、原稿サイ 
ズは A 4 に設走されています。）表示さ 
れたサイズと異なるサイズの原稿を 
セットしたときは、[リセ、ソト]キー 
(@)を押して操作を中止し、「原稿 
サイズの設走（原稿台（ガラス面）を 
使うとき)」 （47 ページ）を参照して原 
稿サイズを変更してください。 

原稿台（ガラス面）からを信するとき、 
原稿サイズが規定サイズと異なる場 
合は原稿の一部げ欠ける場合があり 
ます。 


□ 複数の原稿をメモリーに読み込ませる場 
合は、原稿を入れ替えて[スタート]キー 
((D) を f 甲ず 

すべての原稿を読み込むまでこの操作をくり 
返します。最後のページの読み&みが終了した 
6手順7に進んでください。 
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送信の設定 


送信を行う前に、さまざまな送信機能を設定ずることができまず。 

原稿サイズの設定（原稿台（ガラス面）を ffi 5 とを） 

原稿台（ガラス面）を使って送信ずる （46 ページ）場合、セットできる原稿サイブは、 A 4、8.5" x 11'\ 
8.5" x 14" の3種類でず。送信の前にじ(下の手順で、原稿台（ガラス面）にセットした原稿のサイズを 
指定して<ださい。この設定は、設定した送信に限り有効でず。 

ずべてのち信に対して設定した原稿サイズを有巧にずることちできまず。 


U 


[メニュー]キーを 巧ず 


Qy し為 I パ —〇 



コピー灌度倍率 
〇 〇 


旦 


[ミ夫定] キーを f 甲ず 


決を 


〇 

兩面北-楠!廣能コピ - a 度 
0 0 0 / 



0 [ィ] キー(〇)または[►巧一 (©) で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを押ず 

□ [ィ]キー (&) または [►] キー (径)）で 
"1: ゲンコウダイサイズ"を表示させ、[ミ夫 
定] キーを 押ず 

全てのを信に対して同じ原稿サイズを使用す 
る場合は、 [ィ] キー (®) または[►巧一 
(©) で "2: ゲンコウダイサイズコテイ"を表 
示させ、[まを]キーを押します。 


0 [メニュ ー] キーを f 甲ず 



設定を終了します。 


あるを信じ対して一時的に原稿サイ 
プを変更するときは、"1:ゲンコウダイ 
サイズ"を達択しまず。すべてのを信 
に対して同じ原稿サイズを適用する 
ときは、 "2: ゲンコウダイサイズコテ 
イ"を運択します。 


□ [イ]キー (®) または[►巧一 (©) で 
原稿サイズを選択ずる 


メニユー < > 法を 

〇 ( 2^-0 
ソ-卜/ f り 

両面コピー特別ぉ簾コ1 



次の中から選択します。 
1: A4 

2: 8.5x11 (8-1/2"x11") 
3:8.5x14 (8-1/2"x14") 
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送信の設定 


画質の設定 

[画質]キーを押ずごとに画質が切り替わり、ディスプレイに表示されまず。目的の画質をディスプレ 
イに表示させ、〔沫を〕キーを押ずと適用されまず。 

画質は次の中から選択できまず。 

•フツウジ（普通字） 

通常の大きさの文字（この取扱説明書程度）の原稿の場合に選択しまず。 

•チイサナジ（ルさな字） 

ルさな文字や細かな図が描かれている原稿の場合に選択しまず。 

•セイサイ（精細） 

複雑な絵やイラストなどを含む原稿の場合に選択します。"チイサナジ"よりちきれいな画質で送 
イ号できます 

•チイサナジ（チュウカンチョウ）（ルさな字（中聞調)） 

写真やミ農淡のある原稿（カラーの原稿など）の場合に選択しまず。"チイサナジ"単独よりもさら 
に鮮明に送信することができます。 

•セイサイ（チュウカンチョウ）（精細（中聞調)） 

写真やミ農淡のある原稿（カラーの原稿など）の場合に選択しまず。"セイサイ"単独よりもさらに 
鮮日月に送信ずることができまず。 

"チイサナジ"または"セイサイ"で送信しても、受信側のファクスの機種によって画質が低下ずる 
ことがあリまず。 

" (チュウカンチョウ）"を選択すると"チイサナジ"および"セイサイ"よりも送信時聞が長くなりまず。 
送信時に画質を変更しない場合は、「画質優先設定」 （30 ページ）で設定した画質が自動的に選択され 
まず。 



F ネット旧7ページ）を利用してを信する場合、画質選択に制限があります。詳しくは、 F ネット 
^- ) のパンフレットを参照してください。 


濃度の設定 

ミ農度の設定は自動的に行われまずが、手動で行うこともできまず。[濃度片一を押すごとに濃度が切 
り替わりまず。希望の濃度をディスプレイに表示させて[ま定]キーで選択しまず。"フツウ"、"コク"、 
"ウスク"の3段階から選択できます。 



48 
































送信の設定 


表紙付加機能 

自動的に日が-時刻-巧先-発信を-送信枚数をプリントした A 4 サイブの表紙をがけて送信ずるこ 
とができまず。また、巧手先へのメッセージをがけてち信ずることができます。メッセージは、已種 
類の中から1つ選択できまず。 


送信メッセージ機能を設 




• を信ホのを前を表紙に印字したいときは、を信ホのを前をワンタッチダイヤルか短縮ダイヤルに 
L グメソ 登録しておく必要がありまず。 

• この機能はを信前に設をします。一度の設定で1回のを信のみ有タカです。一度を信を巧うと送信 
付力□機能は自動的に解除されます。 

• を信メッセージを表紙に力□える場合は、「を信メッセージ機能」 （50 ページ）を参照してメッセー 
ジを運択して < ださい。 


送信時に表紙をが力日ずるときは、次の手順で行ってください。 


□ [表紙付力！]]キーを巧して "1: ヒヨウシフカ 
セツテイ"を表示させ、[ミ夫定]キーを巧ず 



[ミ夫定] キーを f 甲ず 


メニュー _ ► 決を 

0 0 1 け ~〇 

ソ-り 'り 

兩面北-楠!窗能コピ ー a 度 

〇 〇 〇 



0 [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 

"1: オン"または "2: オフ"のいずれかを 
選択ずる 

•"1: オン"を選択するとこ 
の機能が有効になりま 
す。 

• "2: オフ"を選択するとこ 
の機能が無効になりま 
す。 
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送信の設定 


送信メッセージ機能 

送信メッセージは、"ゴクヒ"（極秘）、"カイラン"個覧）、"シキユウ"煙急）、"オデンワクダサ 
イ"（お電話下さい）、"ジュウヨウ"（重要）から選択できまず。 


表紙付力□機能 （49 ページ）が設定されていない状態でを信メッセージを選択した場合、け女目の上 
^- ， 部にメッセージがが力□されまず。 


を信メッセージを付力□するときは、次の操作を行います。 

□ [表紙付加]キーを2回巧して "2: ソウシン 
メッセージセツテイ"を表示させ、[ミ夫定] 
キーを巧ず 



0 [ィ] キー (@)または [»-] キー (©) で 

メッセージを還択ずる 

次の中か6選択しまず。 

1:ナシ 

2:ゴクヒ（極秘） 

3:カイラン（回覧） 

4:シキュウ（至急） 

5:オデンワクダサイ 
(お電話下さい） 

氏ジュウヨウ（重要） 

メ、ソセー ジを付けないとき 
は、 "1: ナシ"を達択してく 
ださい。 



[ミ夫定]キ- 

一を 巧ず 

メニュー< ► 

〇 

ソート/ 

両面コピー特別お能コピー灌居 
〇 〇 〇 

ま定 

が 


-1 
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送信の設定 


両面原稿送信機能 

両面原稿自動送 U 装置を使用して、両面原稿を自動的に送信することができます。原稿の裏面を180° 
回転させて送信することもできます。 


• 両面原稿を信機能を使用するときは、原稿はをず両面原稿自動をり装置にセットして<ださい。 

この機能は原稿台（ガラス面）では使用できません。 

• 直接を信モードが違択されているときは、両面原稿を信機能は使巧できません。また、両面原稿 
送信機能が違択されているときは、直接を信モードで送信できません。 


次の手順に従って両面原稿を送信して<ださい。 


□ 原稿セツト台に原稿をセツトずる （4 已 
ぺージ） 

両面原稿送信機能で読み込みが可能な原稿の 
サイズと質量に圉しては、44ページを参照して 
ください。 


原稿を上向きにセット 



縦とじの両面原稿を送信するときは、"オン（カイテ 
ンオフ）"を違択してください。 


縦とじ 

L 


A B 




すでに両面原稿を信機能が設定されている場合に、 
この機能を解除するときは"オフ"を選択します。 


0 [両面送信]キーを f 甲して適切な設定を選 
択ずる 



次の中か6運択しまず。 
• オフ 

• オン（カイテンオン) 
• オン（カイテンオフ) 


凸 


[ミ夫定] キーを f 甲ず 


沫ち 


ソ-り 'り 

兩面北-特別臟コピ ー a 度 

0 0 0 / 


原稿タイプ（横とじまたは縱とじ）は正し<設定し 
てください。設ををまちがえると、受信ファクスが 
1枚ごとに逆向きでプリントされまず。 

ネ黄とじの両面原稿をさ信するときは、"オン（カイテ 
ンオン）"を達択してください。 


横とじ 
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ダイヤルのしかた 


両面原稿自動送り装置または原稿台（ガラス面）に原稿をセットし、必要な設定を行ったあと巧手先 
のファクス番号をダイヤルずるとち信準備が整いまず。ダイヤルの方法は次の中から選ぶことができ 
ます。 


数字キーを ffi つてダイヤルする 


ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録されていない巧手先番号をダイヤルずる場合は、次の 
手順で番号を入力してください。 


D 


且 


両面原稿自動送り装置または原稿台（ガラ 
ス面）に原稿が正しくセツトされているか 
確認ずる 

原稿のセツトのしかたについては、「原稿を 
セツトする」 （45 ページ）を参照してください。 

数字キーで巧手巧のファクスま号を入力 
ずる 

人力をまちがえたときは、[ク 
リア片一(回）を押すと1 
文字ずつ消去されます。 


山抖山の 

5 削 I デ JKL AMNO n わ"卜 

mm @ 

迹 


スタート 


且 


ホ目手先のま号が正しく入力されているか 
ディスプレイで確認し、[スタート]キー 
((D) を f 甲ず 


ワンタッチキーでダイヤルする 

巧手先のファクス番号をワンタッチキーに登録しておくと （33 ページ「オー 
トダイヤルを登録する」参照）、目的の送信巧手先のワンタッチキーを押ずだ 
けでダイヤルすることができまず。 


短縮ダイヤルでダイヤルする 


巧手先のファクス番号を短縮ダイヤルに登録しておくと （33 ページ「オートダイヤルを登録する」参 
照）、次の方まで簡単にダイヤルずることができまず。 


□ [短縮/電子電話帳]キーを押し、数字キー & 

で目的の送信巧手巧の2衍の短縮ま号を ■■ 


入力ずる 



入力をまちがえたときは、[ク 
リア片一(回）を押すと1 
文字ずつ消去されます。 


[スタート]キー (©) を押し、デイスプ 
レイに表示されたホ目手先名またはま号を 
確認ずる 


回 

リセット 


口归国 

夕 GHI f JKL ；\MNO 

囚回因み 

マ PQRS ヤ TUV y WXYZ い ノ 

囚回因 


因回困 



©0 



^巨|运|医^应 

窗窗窗窗 
?の团团因 
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ダイヤルのしかた 


チェーンダイヤルについて 


市外電話や国際電話などの長い電話番号の場合、番号を巿外局番や国番号で区切って別々のワンタッ 
チダイヤル（または短縮ダイヤル）に登録しておき、送信時にこれらの番号をつなげて（最大50衍） 
ダイヤルずることができまず。このちまをチェーンダイヤルと呼びます。 

1つのワンタッチダイヤル（または短縮ダイヤル）に電話番号ずべてを登録できますが（最大40巧）、 
例えばミ毎外へファクスを送信ずるとき、同じ国に複数の送信先がを在する場合は、国番号までをワン 
タッチダイヤル（または短縮ダイヤル）に登録しておくと共用できるため、別のワンタッチダイヤル 
(または短縮ダイヤル）には巧手先の国内番号のみを登録ずればよいので登録時の番号入力操作を簡 
略化できまず。 

チェーンダイヤルは、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、数字キーでの入力を組み合わせることが 
できまず。（短縮ダイヤル番号を入力したあとは[み定]キーを押して<ださい。また、数字キーで入力 
したあとにワンタッチキーまたは短縮ダイヤルを続けるときは、[再ダイヤル/ポーズ]キーを押してく 
ださい。） 

例：ミ毎外にファクスを送信ずるとき、ワンタッチキー [01] に国際電話ヴービス会社の識別ま号&、短 
縮ダイヤル [00] に国ま号、ワンタッチキー [02] に国内ま号を登録してある場合で、国ま号の前 
に入力ずる必要のある国際プレフィックス番号（010)を数字キーで入力ずる場合 


誠幡号 

01 

10 


「国際 プレフィックス 番号一! 

0 I 「1 I I 0 I ポ-ズ電子電謹 


I —国 —I 

可 


まを 

〇 


国内番号 
02 
11 



の順に入力ずると、自動的に送信が始まりまず。（最後の番号を数字キーで入力した場合は、〔スター 
卜件一（⑥)を押ずと送信が始まりまず。） 

※マイライン、マイラインプラスに登録している国際電話サービス会社を利用ずる場合は不要です。 


• ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルをチェーンダイヤルとして使用する場合は、登録時にチェー 
ンダイヤルの設をを行ってください。 （34 ページ手順11参照）ただし、最後に入力するワンタッ 
チダイヤルや短縮ダイヤルには、チェーンダイヤルの設走を行わないでください。 

• 国際通信モード （34 ページ手順15参照）を適用して海外にファクスを送信したいときにチェー 
ンダイヤルを使用ずる場合は、最後に入力したダイヤルに設定されている国隐通信モードが有タカ 
になります。最後に入力するオートダイヤルじ国際通信モードが設走されていないときや、最後 
のを号を数字キーで入力したときは、国際适信モードを適用してを信することはできません。 

• F ネット旧7ページ）を利用するときは、ファクス番号の前に「161」をダイヤルしまず。詳 
しくは F ネツトのパンフレツトを参照してください。 
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ダイヤルのしかた 


[オンフック]キーを ffi 用してダイヤルする 

[オンフック]キーを使ってダイヤルずるときは、[オンフック]キーを押し、数字キーでダイヤルして 
ください。本機のスピーカーから巧手機の通信音が聞こえるので、巧手側の応答が確認できまず。 

□ 原稿を両面原稿自動送り装置または原稿 
台ガラス面にセットし、[オンフック]キー 
を巧ず （4 己ぺージ） 

スピ~力一の音量は、 

キー (©) または [►] キー 
(©) を押して調節できま 
す。 



Q ホ目手先のファクスま号をダイヤルずる 



数字キーでダイヤルすると 
きは、「数字キーを使ってダ 
イヤルする」巧2ページ）を 
参照してください。 


ワンタッ チキーで ダイヤル 
するときは、「ワンタッチ 
キーで ダイヤルする」（已2 
ページ）を参照してくださ 
し）。 


短縮ダイヤルでダイヤルす 
るときは、「短縮ダイヤルで 
ダイヤルする」 （52 ページ） 
を参照してください。 


□ 相手側のファクス受信音び聞こえた!5、[ス 
夕ート]キー（な)）を巧す 

a [ィ]キー (©) または [►] キー (®) で 

"1: ソウシン"を選択し、[ミ夫定]キーまた 
は[スタート]キー（⑥）を f 甲ず 

「タト部電話接続」のユーザープ□グラム （39 ペー 
ジ）が、オフに設走されていて、原稿を両面原 
稿自動送り装置にセツトしている場合、この操 
作はありません。（手順3の操作を行うと、送信 
が始まります。） 
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ダイヤルのしかた 


旦 


登録されているホ目手先名の頭文字を数字 
キーで 入力ずる 

文字入力のしかたについて 
は、「文字入力のしかた」 
(14 ぺージ）を参照してく 
ださい。 

頭文字を忘れたときは、手 
順4にお進みください。 


□ [ィ]キー (®) または[►巧一 (©) を 
f 甲して名前をスク□-ルさせ、目的のホ目手 
巧名をディスプレイに表示させる 




凸 


[スタート]キー （®) を f 甲ず 


相手ホにつながると、原稿 
は自動的に送信されます。 


再ダイヤル 

次の手順で面ダイヤル/ポースキーを使うと、最後にダイヤルした番号にファクスをを信することができます。 

□ 両面原稿自動送り装置または原稿台（ガラ 
ス面）に原稿が正しくセツトされているか 
確認ずる 

原稿のセツトのしかたについては、「原稿を 
セツトする」 （45 ページ）を参照してください。 

Q [再ダイヤル/ポーズ]キーを f 甲ず 




力 ABC 力 ABC 力 ABC 

回凶凶 


才ートダイヤルを検索してダイヤルする（電子電話帳） 

あらかじめ登録したワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルの番号を忘れてしまったときは、次の手順で 
番号を検索することができまず。 


D 


旦 


両面原稿自動送り装置または原稿台（ガラ 
ス面）に原稿が正しくセツトされているか 
確認ずる 

原稿のセツトのしかたについては、「原稿を 
セツトする」 （45 ページ）を参照してください。 

[短縮/電子電話帳]キーを2回巧ず 


凸 


[ミ夫定] キーを f 甲ず 


〇 し 一） 1 い J — 

ソート j 

両面コピー特別樓1つピー漂度 

〇 〇 Or 


總 



©0 

窗箇窗苗 
I 邑回 I 因^回 
团困 
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原稿読み込み中にメモリーがいつぱい 
になつたとをは 

原稿の読み込み中にメモリーがいっぱいになったときは、"メモリーガイ、ソパイデス"というメッ 
セージが表示されて読み込みを中止します。 

1枚目の原稿を読み込み中にメモリーがいっぱいになったときは、送信操作は自動的に中止されます。 
2枚目じ(降の原稿を読み込み中にメモリーがいっぱいになったときは、読み込み操作が中止されまず。 
この場合、すでに読み込まれたページまでち信ずるか、送信を中止してメモリーに読み込まれたデー 
夕を消まずるか選択できまず。 

じ(下の手順ですでに読み込まれたページを送信したり消去したりずることができます。 

1 . メモリーがいっぱいになると原稿の読み込みが中止されまず。 

2. メモリーに読み込まれたぺージを消去して送信を中止ずるには、〔ィ片一 (&) または〔►片 一 
(©) で "2: キャンセル"を選択します。読み込まれたところまでち信ずるときは "1: ソウシン" 
を選択してください。 

3. [ま定]キーを押します。 

"2: キャンセル"を選択したときは、読み込んだ内容がメモリーから消去されまず。 

"1: ソウシン"を選択したときは、自動的に送信が始まりまず。 

を巧) クイックオンラインを信 （19 ページ）の場合は、読み込まれたページは自動的にを信されまず。 


送信待機中のファクスジョブの中止 


送信待機中のファクスジョブ（自動再コール、送信予挽中のファクスジョブ、掲示板機能、時刻指定 
通信など）を磕認または中止ずることができまず。 

を信予約中のファクスジョブは、化のジョブが送信中のときは中止できません。送信が完了して 
_ ) から中止してください。 


送信を中止ずるときは、次の操作を行いまず。 

[メニュ ー] キーを f 甲ず 


メニュー _ ► 決定 

W ® I ^ — 〇 

ソート/ 

特别摄唐コピー須度倍率 

〇 〇 〇 


0 [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 

"3: ヨヤクジョウキョウカクニン"を表示 
させ、[ミ夫定]キ ー f 甲ず 


總 


〇 ( k ) I 好 ~〇 


ソート/ 

両面コピー特別樓能コ t 

〇 〇 


I 度悟畢 



中止ずるジョブげ達択され 
ます。 


Q [ミ夫定]キーを f 甲ず 

選択したジョブが削除されます。 

Q [メニュ ー] キーを f 甲ず 

待機状態に戻ります。 


a [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 

中止ずるジョブを選択し[クリア]キー 
(回）を f 甲ず 
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ファクスを受信ずる 

本機の受信モードは、"ジドウ’’、"シュドウ’’、"ルス□ク"の3つのモードから還択できまず。 

受信モードを選択する際は、ディスプレイで目的の受信モードが表示されるまで〔受信状態]キーを押 
してください。 



自動モードで受信する 

巧手側からファクスがちられると、呼化音※が鳴り自動的に受信してプリントを開始しまず。 
「TEL/FAX ジドウキリカエ」機能 （40 ぺージ）が設定されている場合は、電話とファクスを自動的 
に切り替えます。（電話として使用するには、外部電話機の接続が必要でず。） 



• 受信したファクスを用紙の両面にプリントしたいときは> ユーザープ□グラムの「両面受信」 
(59 ぺ-ジ）を設をしてください。 

• 外部電話機を接続していないときは、自動受信じしてください。 


ま信のしかた 

□ 呼出音^が鳴ってか！5自動的に受信を開 〇受信が終わる 

始ずる H 

通信中ランプが点なします。 巧信が終ると、「ピー」音が鳴ります。 


外部電話機を取り付けているときは、 
L タメツ巧手げ手動送信の場合巧8ページ）、 
受信を開始する前に受話器を上げれ 
ば、巧手と通話することができます。 


※呼出音の回数について 


自動受信を開始するまでの呼化音の回数（受信開 
始コール回数）は、最初は2回になっています。 
ユーザープ□グラムじよりこれを〇〜15回までの 
お好きな回数にセットすることができまず。に1 
ページ「自動受信コール回数の設を」参照） 

呼化音の回数を0回に設走すると、呼化音を鳴6さ 
ずに受信することができます。 
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ファクスを受信ずる 


手動モードで受信する（か SB 電話機を巧用する） 

外部電話機を接続して電話を受けるときにこのモードを選択します。手動モードに設をしたときは、 
外部電話機で応答するまで本機は応答しません。巧手がファクスを送信してきたときは、クト部電話機 
で電話に化てから①[スタート片一(③）を押ず。効ィ〕キー (&) または〔►片一 (©) で"2: 
ジュシン"を選択し、〔ま定〕キーまたは〔スタート]キー （ CD ) を押ず。の操作で受信ずるか、外部電 
話機からリモート切替番号を入力して受信（下記「リモート受信」）することができまず。 

外部電話機を接続していない場合は、受信モードを自動モードに設定してください。ただし外部 
電話機を接続していない状態で手動モードに設走されているときに相手側から電話がかかってき 
た場合、[オンフック]キーを押して受信することはできます。に0ページ「手動モード（シュド 
ウ)」参照） 

外部電話機で通話する 

通常の電話機と同様に、本機に接続した外部電話機で電話をかけたり、受けたりすることができまず。 

ファクスの受信モードが自動受信で、 TEL / FAX 自動切替が設定されているときは、受信状態じな 
L タメリる前に受話器を上げてください。受信状態に切り替わるまでの呼化音の回数は、最初は2回に設定 
されていまず。呼化音の回数は、ユーザープ□グラムにより〇〜15回の園で変更ずることもできま 
す。 （40 ぺージ 「 TEL / FAX 自動切替に設をしたときは」参照） 

外部電話機でファクスをま信が態にする（リモートま信） 

かかってきた電話を外部電話機で受けた場合、通話したあと、続けて外部電話機を操作してファクス 
を受信ずることができます。これをリモート受信と呼びます。外部電話機で通話終了後、または受話 
器から「ポーポー」音が闇こえたときは、電話を切らずに次の操作を行います。（こちらからかけた 
場合は、リモート受信はできません。またこの操作で送信ずることはできません。） 

^ 回転ダイヤル回線をお使いで、トーン信号が化せない電話機を接続したときは、この機能は使用 
吃メツできません。トーン信号を化せる電話機かどうかは、お手持ちの電話機の取あ説巧書を参照して 
ください。 


□ お使いの外部電話機をトーン信号発信状 
態にずる 

トーン信号の化しかたは、お使いの電話機の取 
扱説明書を参照してください。 

トーン信号が発信状態になっている場合は次 
の手順に進みます。 


0 外部電話機の数字キーの度)キーを吕回巧 
し、巧いで曲キーを巧ず 

ファクス受信状態になります。 

Q 受話器を戻ず 


/^― N クト部電話機か6本機を受信状態じする2巧の番号（最初は "55" に設定されていまず）をリモート 
ピけリ切替番号と呼びます。この番号は、ユーザープ□グラムじより00〜99の園で変更ずることができ 
まず。 （32 ページ「リモート切替番号の設を」参照） 


留守録モードで受信する 

留守番電話機能がの外部電話機が本機に接続してあり、留守番電話で応答させるときにこのモードを 
還択します。クト化中でも伝言やファクスを受けることができます。 
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ま信設定 


本機にはファクスを受信する際の様々な設定がありまず。 


両面受信 

ファクス受信データをプリントする際、用紙の両面にプリントずることができます。受信データの向 
きが異なる場合でも、自動的に回転して用紙の両面にプリントされまず。 

尽メモ') 両面受信機能は通信結果表または通信記録表をプリントずるときは使用できません。 


次の手順で設をして<ださい。 


B [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 


メニユー_ ► まお 

0 しイ I の —〇 

ソート/ 

m :-特别樣能コピー遺度倍率 



Q [ミ夫定]キーを f 甲ず 


メニ：!一 ► 

〇レ）1( X ) ― ( 

ソート/ 

両面 コピー 特別棲諾 コピー 漂度 

〇 〇 On 

まを 

も 


/ 



0 [ィ]キー (©) または[►巧一(〇)で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを巧ず 


□ [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 
"吕1:リヨウメンジュシン"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを巧ず 


□ [ィ]キー (©) または [►] キー (©) で 
"1: オン"または "2: オフ"を選択ずる 



•"1: オン"を違択するとこ 
の機能が有効になりま 
す。 

• "2: オフ"を選択するとこ 
の機能が無効になりま 
す。 


0 [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 



ソート/ 

兩〇 :-特別棲館コピー漂度お峯 



待機巧態に戻ります。 
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受信設定 


自動縮小 EP き 

本機にセットされた用紙よりも大きなサイブのファクスを受信した場合、自動縮 V 印字機能を設定ず 
ると、受信データの一部が欠けないように、用紙サイブに合わせて自動的に縮ルしてプリントされま 
す。 


受信データのサイズや画質(こよっては縮小できない場合があります。このときは、元のサイズの 
^- ) まま何枚かの用紙に分割されてプリントされまず。 


次の手順で設をして<ださい。 


B [メニュ ー] キーを f 甲ず 

を- 

、しし I 


両日こ’一特別届まコピー灌度倍率 



0 [メニュ ー] キーを巧ず 



待機状態に戻りまず。 


0 [ィ] キー(@)または (@)で' 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを巧ず 

□ [ィ] キー (®) または(运 )） で 
"14: ジドウシュクシヨウインジ"を表示 
させ、[ミ夫定]キーを f 甲ず 


a [ィ]キー (〇) または [»-] キー (〇) で 

"1: オン"または "2: オフ"を選択ずる 



"2: オフ"（縮かなし）を達 
択した場合、大きいサイズ 
の受信データは複数ページ 
1こわたってプリントされま 
す。 


百 


[ミ夫定]キーを f 甲ず 


〇 ^ I ~ (p) 

両面 コピー 特別磯能 コピー 漠度 

0 0 0 / 
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5 便利な通信機能 


メモ IJ 一にごいて 


本機にはメモリーが内蔵されています。このメモリーは、送信する原稿を読み込ませたり、受信した 
ファクスがプリントできないときに受信したデータを一時的に保をすることができまず。 

参約120ページの送受信原稿をメモリーに保をすることができまず。ただし、"チイサナジ"や"セ 
イサイ"で読み巧った場合は、記憶できるページ数は少なくなりまず。 

メモリーげ巧ま信について 

用紙切れやトナー切れ、紙づまりなどが起こったときは、自動的にこの機能がオンになりまず。 

•ファクス受信中に用紙がなくなったときは、企、ず前に使っていた用紙と同じサイブの用紙を補給し 
てください。サイブが異なると、正しくプリントできない場合があります。 

メモリー残量が7% W 下にならないようじを意してください。ファクスを受信できなくなります。 
ファクス用メモリーの残量は、待機状態のときにディスプレイに表示されます。 （10 ページ「ディ 
スプレイじついて」参照） 
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受信データをプリントでをないとをに 
他機へ面送ずる（面送機能） 

用紙切れやトナー切れなどで受信データをプリントできないときに、メモリー代行受信されている受 
信画像を別の巧手先に転ちする機能でず。 

この機能を使うときは、あらかじめ転送先のファクス番号を登録しておく企、要がありまず。 


G こち6側 


あらかじめ転送先の 
ファクス番号を登録 
する 



お送を指示 


[事前準備] 



南送先 j 



r7rr=\ 転をは' 本機が受信データをプリントできないときで、受信データげメモリーに保存されている 
户メづときのみ巧能です。この場合、[メニュ ー] キーを押すとディスプレイじ "0: ジュシンデータテン 
ソウ’’と表示されまず。 


次の手順で転送先のファクス番号を登録してください。 


B [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 

メニュー <_ ► ま定 


の I & ~〇 

ソート/ 

兩 i :-特別宿唐コピー須度倍率 



a 数字キーで転送先のファクスま号を入力 
し、[決定]キーを押ず 



起 i を先のフアクス番号を 
40巧 W 内で入力してくだ 
さい。 


0 [ィ]キー (®) または [»-] キー (©) で 

"0: ジユシンデータテンソウ"を表示さ 
せ、[ミ夫定]キーを f 甲ず 

□ [ィ ] キー(〇)または (0) で 
"2: ファクスバンゴウ"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを巧ず 


□ 数字キーで転送先名を登録し、[ミ夫定]キー 
を巧ず 


/ 力 ABC サ DEF 'パァ 


の回回の 

夕如 1 ナ JKL AMNO 1| ぉ 。， k 



文字入力のしかたは「文字 
入力のしかた」 （14 ページ) 
を参照してください。 
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受信データをプリントできないときに他機へ転送ずる（転送機能) 


転ち操作は、次の手順で行いまず C 


U 


[メニュ ー] キーを 巧ず 




特却樹能コピ ー S 度 


惜率 


〇 〇 


0 [ィ]キー (®) または[►巧一 (©) で 

"0: ジュシンデータテンソウ"を表示さ 
せ、[ミ夫定]キーを f 甲ず 


□ [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 
"1: ジュシンゲンコウテンソウ"を表示さ 
せ、[ミ夫定]キーを f 甲ず 

a [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 

"1: スル"を選択し、[ミ夫定]キーを f 甲ず 

受信データが転をされます。 

転送しないときは、 "2: シナイ"を選択し、[ま 
を]キーを押して < ださい。 



"テンソウサキトウ□クサレテイマセン"と表 
示されたときは 

車云を先のファクス番号が登録されていません。転を 
ホを登録してか6転送操作を行って<ださい。 


この機能を設定すると、一度転送動作 
じ人った受信データは、転送先が話し 
中などで再コールしても転送できな 
かったときや、本機側でプリント可能 
な状態に復帰してわプリントするこ 
とはできません。プリントするとき 
は、一度電源を入れ直してください。 
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送信モ約 

ファクス受信中やメモリー送信中に、次の通信を予約ずる機能でず。送受信終了後、自動的に予約し 
たち信が行われるため、待ち時聞を節約できまず。操作は通常の送信と同じでず。 


両面原稿自動送り装置を使うとき 

□ 原稿が原稿台（ガラス面）に残ってお！5 
ず、コピー中でないことを確認し、両面原 
稿自動送り装置を閉じる 

0 原稿セツト台の原稿ガイドを原稿サイズ 
に合わせる 



□ 送信したい面を上向きにして原稿セット 
台に原稿をセットずる 

原稿の上端が右側になるようにセツトして< 
ださい。 

このとき、'必要に応じて画質や濃度を設をします。 


原稿を上向きにセット 



□ JiTF のいずれかの方法で巧手巧のファク 

スま号を入力ずる 

• ワンタッチキーを押す 
• [短縮/電子電話帳]キーを押し、短縮ダイヤル 
番号を人力する 

•数字キーを押してファクス番号を入力する 
ワンタッチキーを押した場合や短縮ダイヤル 
番号を入力した場合は、次の操作（手順 5) は 
不要でず 

進行中のジョブが完了すると、ファクス番号が 
ダイヤルされ、相手先につながるとを信が開始 
されまず。 

□ 数字キーで相手巧のま号を入力した場合 
は、[スタート]キー(⑥）を巧ず 

進行中のジョブが完了すると、ファクス番号が 
ダイヤルされ、相手ホにつながるとを信が開始 
されます。 


原稿台（ガラス面）を使うとき 

□ 両面原稿自動送り装置に原稿が残つてい 
ないことを確認してか5開く 

0 原稿台（ガラス面）に原稿を下向きにして 
セットずる 

原稿台スケールのサイズに合わせてセットし 
て<ださい。（►マークに原稿端辺の中ムを合 
わせて < ださい。） 



Q 両面原稿自動送り装置を静かに閉じる 



原稿台（ガラス面）を使う場合は、両 
面原稿自動をり装置に原稿をセット 
しないで < ださい。 

□ 必要に応じて进言原稿サイズ (47 ぺージ)、 
画質 （48 ぺージ)、濃度 （4 S ぺージ）を設 
定し、「ダイヤルのしかた」（己2ぺージ) 
を参照して送信相手巧のファクス番号を入 
力ずる 

□ スタートキー(⑥）を f 甲して原稿をメモ 
リーに読み込む 

原稿が複数枚ある場合は、原稿を入れ替え 
て[スタート]キー(⑥）を巧ず操作をくり 
返ず 

Q [網 キーを 押ず 
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順;夕同串良送信 

1◎の操作で複数の巧手に同じ原稿を送信できる機能でず。送信する原稿の内容をいったんメモリー 
に読み込み、指定した巧手に対して順に送信を行いまず。最大100局まで順にち信ずることができま 
ず。 



□ 送信したい面を上向きにして原稿セット 
台に原稿をセツトずる 


原稿を上向きにセット 



Q [順;欠同報]キーを f 甲ず 



あ要に応じて画質や濃度を 
調節して < ださい。 


画質や濃をの調をは、[順次同報]キー 
を押したあとに巧ってください。 


□ LU 下のいずれかの方法でファクスま号を 

入力ずる 

• ワンタツチキーを押す 
• [短縮/電子電話帳]キーを押し、短縮ダイヤル 
番号を入力する 
•グループキーを押す 
• 数字キーでファクス番号を入力する 


Q [ミ夫定]キーを f 甲ず 

他のファクス番号を入力するときは、手順3じ 
戻ります。 



(( D ) を f 甲ず 


を信が始まります。 


妨 










































順;欠同報送信 


グループダイヤルで順次同報送信を行ラ 


順次同報ち信でよくち信ずる巧手先は、あらかじめグループダイヤルに登録しておくと次のような簡 
単な操作で順次同報送信を行うことができまず。グループダイヤルの登録方法については、「グルー 
プダイヤルを登録ずる」口6ページ）を参照してください。 

□ 送信したい面を上向きにして原稿セット 
台に原稿をセツトずる 

か要に応じて画質や濃度を調節してください。 


原稿を上向きにセット 




ープキーを f 甲ず 


送信が始まります。 
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ポーリング機能をほった送受信について 

巧手機にセットされた情報（原稿データ）を欲しいときに、こちら（本機）の操作で取り化したり、逆に 
こちら（本微のメモリーに読み込んだ原稿データを、巧手側の操作で取り化してもらうことができます。 
あらかじめ巧手側にセットされている原稿を、受信側（本機）が操作して巧手機から送信させる機能 
を、「ポーリング」と呼びまず。一方、本機のメモリーにあらかじめ読み込んでおいた原稿データを、 
巧手機からのポーリングによって本機が自動的にち信ずる機能を「掲示板」と呼びまず。 

この機能は、巧手機がスーパー G 3 または G 3 対応機で、ポーリング機能を持っている場合にのみ使用 
ずることができまず。 

順次ポーリングはこち6側の一◎の操作で、複数の巧手側(最高100局）の原稿を受信ずることができまず。 


ポーリング機能の使いかた 


こち6側（本機）の操作で、巧手側のファクスにセットされた情報（原稿データ）をさ信させまず（取り 
化しまず)。夜間などに時刻を指をしてポーリングを行うことちできまず。の3ページ r 時刻指を通信」参照） 


[こちら側] 





ポーリング機能は次の手順で使用しまず。 

[メニュ ー] キーを f 甲ず 


メ ニコー < _ ► ミ夫ち 

W い I の —〇 

ソート/ 

:-特別お能コピー灌度 


〇 


倍率 


[ィ]キー(@)または(径)）で 
" 8 : ポーリング"を表示させ、[ミ夫定]キー 
を押ず 


I む下のいずれかの方まで、ポー U ングを行ラ 
ファクス番号を入力ずる 

• ワンタッチキーを押す 
•[短縮/電子電話帳]キーを押し、2析の短縮ダ 
イヤル番号を人力する 
• 数字キーでファクス番号を入力する 
ワンタッチキーを押した場合や短縮ダイヤル 
番号を入力した場合は、次の操作（手順 4) は 
不要でず。 

グループキーを押すと，順次ポーリングを 
しタメリ 行うことができまず。ファクス受信は > グ 
ループキーに登録された順に行われます。 


¢1[スタート]キ ー(( D ) を巧ず 
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ポーリング機能を使った送受信について 


Q [スタート]キー(⑥）を f 甲ず 


0 [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 

"9: ジュンジポーリング"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを巧ず 

□ む下のいずれかの方法で、ポーリングを行 
ラファクスま号を入力ずる 

• ワンタッチキーまたは グループ キーを押す 
•[短縮/電子電話帳]キーを押し、2析の短縮ダ 
イヤル番号を入力する 
• 数字キーでファクス番号を入力ずる 


順次ポーリング 

1回の操作で複数の巧手先（最大100局）とポーリング通信を行うことができまず C 



順次ポーリング機能は次の手順で使用しまず。 

[メニュ ー] キーを f 甲ず 


決定 


皆 W I い J ~ 〇 

'こ- 辆雌寬コピー舊度倍率 
〇 〇 


[決定] キーを f 甲ず 


メニユー< 

〇屈 


總 


ピー續 

〇 〇 〇 


両面〕ピー搁臟コピー漂度 


すべての巧手先を入力する 
まで手順3~4を繰り返し 
ます。巧手先の入力が完了 
したら手順5へ進みます。 


©0 

證财 @1® 

面 I 国^困 
S 窗窗窗 
?の团团因 
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ポーリング機能を使った送受信について 


掲示板機能の巧いかた 


巧手からポーリングがあった場合、あらかじめメモリー（掲示板）に読み込んでおいた内容を送信ず 
る機能です。ポーリング許可番号を登録し、通信できる巧手を限をすることもできまず。 （71 ページ 
r 掲示板を利用できる巧手を限定ずる（ポーリング保護)」参照） 

掲示板機能を使用するときは、あらかじめメモリーに原稿を読み込んでおき、ファクスの受信モード 
を"ジドウ"に設定しておく必要がありまず。 

メモリーに読み込んだ原稿データは、ポーリングを受けて他機へ送信したあと、自動的に消去するか 
残しておくか（消ましないで何度でもポーリングを受けられるようにずる）を設定できまず。 "1 力 
イ"を運択すると送信後メモリーに読み込まれたデータは自動的に消去され、"ムセイゲン"を選択 
ずるとメモリーに読み込まれたデータを手動で消去ずるまで何度でも送信することができまず。 
掲示板用のメモリーには、複数枚の原稿を読み込むことができます。（ポーリングを受けたときは、読 
み込まれた全てのデータが送信されまず。） 

掲示板機能は1件のみ設をすることができます。ポーリングを行う巧手側ではポーリング機能が搭載 
されている企、要がありまず。 

掲示板のメモリーに読み込まれた原稿データは、巧手側からポーリングを受けたときに送信されま 
す。本機が掲示板送信待機状態であっても、ファクスの自動受信は巧能です。 




掲おおに原稿を読み込む 

原稿を両面原稿自動送り装置または原稿台（ガラス面）じセットし、次の手順を行ってください。 


B [メ ニュ ー] キーを 巧ず 

メニュー ► ミ夫定 


( fv し苗 I しへ J ―〇 

ソート/ 

m こ‘一特別宿まコピー這度倍率 



0 [ィ]キー (®) または[►巧一 (©) で 

"スケイジバンセツテイ"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを巧ず 


□ [ィ巧一 (®) または[►巧一 (©) で 
ポーリングを受けて原稿データを他機へ 
送信ずる回数を選択し、[ミ夫定]キーを巧ず 



"1:1 カイ"または "2: ムセ 
イゲン"か6運択しまず。 


[スタート]キー 


f 力 ABC サ DEF クリア 



(( D ) を f 甲ず 

原稿台（ガラス面）から原 
稿を読み込ませる場合は、 
原稿を入れ替えて再度[ス 
タート]キー （ d )) を押す 
操作を、すべての原稿を読 
み込むまでくり返します。 
最後のページの読み込みが 
終了した6[#]キーを押し 
てください。 
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ポーリング機能を使った送受信について 


掲示板に原稿を追加する 


掲示板の原稿データを消去する 


ずでに掲示板のメモリーに原稿データが格納 
されているときに、新たに原稿を読み込んで追 
力□ずることができまず。原稿を両面原稿自動送 
り装置または原稿台（ガラス面）にセットし、 
次の操作を巧います。 


掲示板に読み込んだ原稿データを消去ずると 
きは、次の手順で行いまず。 


B [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 


B [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 

メ を- 


雨日こ’一特别话唐コピー蕉度倍率 



0 [ィ]キー (〇)または [►巧一 (〇)で 

"スケイジバンセツテイ"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを押ず 

B [ィ]キー (®) または [»-] キー (©) で 

"1: ツイカ"を選択し、[決定]キーを f 甲ず 


a [ィ]キー (〇)または [»-] キー (〇)で 

ポーリングを受けて原稿データを他機へ 
送信ずる回数を選択し、[ミ夫定]キーを巧ず 



"1:1 カイ"または "2: ムセ 
イゲン"か6違択します。 



0 [ィ] キー (©) または[►巧一 (©) で 

"スケイジバンセツテイ"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを巧ず 

□ [ィ巧一 (©) または[►巧一 (©) で 
"2: ショウキョ"を選択し、[ミ夫定]キーを 
f 甲ず 

Q [ミ夫定]キーを f 甲ず 


► 決を 


〇 

兩面〕ピ-特別廣^コト灌度 
〇 〇 〇 



Q [スタート]キー（⑥）を f 甲ず 



原稿台（ガラス面）か6原 
稿を読み込ませる場合は、 
原稿を入れ替えて再度[ス 
タート]キー（⑤）を押す 
操作を、すべての原稿を読 
み込むまで <リ返します。 
最後のページの読み込みが 


終了した6[#片一を押し 
てください。 


70 




















































ポーリング機能を使った送受信について 


掲示板を利用でをる巧手を限定する（ポーリング保護） 

掲示板を利用できる巧手を限をずるときはポーリング保護を設定しまず。ポーリング保護を設をする 
と、あらかじめ本機に登録しているポーリング許可番号（本機がポーリングを許可ずる巧手）と巧手 
側の発信元電話番号（巧手側のファクス番号）とが一致したときのみ、掲示板に格納した情報を巧り 
化すことができまず。ポーリング許可番号（巧手側のファクス番号）は10局まで登録できます。 
ポーリング許可番号の登録方法については、「ポーリング許可番号を登録する」の2ページ）を参照し 
てください。 


こち6側 
(送信側) 


[事前の準備] 


巧手側のファクス番号 
をポーリング許可番号 
として登録 


I 発信元電話番号 
I を登録してもらう 

:- 宿字 IT; i 

!(受信側） j ; 


[通信時(随時)] 



[事前の準備] 



t (下の手順でポーリング保護の設定を行って < ださい。 


B [メニュ ー] キーを巧ず 

を - (S^-O 

、しし I 


両日:-特別请まコピー灌度倍率 



0 [ ィ ] キー (@) または (©) で 

" 4 : ユーザープ □ グラム " を表示させ、[ミ夫 
定]キーを押ず 


□ [ ィ ] キー (&) または [► 巧一 ( 色)）で 
" 11 : ポーリングホコ " を表示させ、跌茵 
キーを押す 


□ [ ィ ] キー (©) または [► 巧一 (©) で 
" 1 : オン"を選択ずる 

ポーリング保護を解除するには "2: オフ"を違 
択しまず。 


[ ミ夫定]キーを巧ず 


決を 


〇 

両面 コピー 巧別释能 コピー 駕度 

〇 〇 Of 


凸 


[ メニュ ー] キーを f 甲ず 

待機状態に戻ります。 


總 


~ I ソ-り 

恃別窟能つピー漂度おを 

〇 〇 〇 
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ポーリング機能を使った送受信について 


ポ ー リング許可を号を登録する 


B [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 

を- 

/ 、しし/ 


両日ご一特却话まコピー濱度倍お 



0 [メ ニュ ー] キーを 巧ず 



待機状態に戻ります。 


0 [ィ] キー (®) または [»-] キー （©) で 

"2: トウ□クモード"を表示させ、[ミ夫定] 
キーを巧ず 

□ [ィ] キー (〇)または [►] キー （®) で 
"4: ポーリングキヨカ N 0.トウ□ク"を表 
示させ、[ミ夫定] キーを f 甲ず 

□ [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 
"1: トウ□ク"を選択し、[ミ夫定]キーを f 甲ず 

登録済のポーリング許可番号を削除するとき 
は、 "2: ショウキョ"を選択して[まを]キーを押 
してください。 

□ 数字キーでポーリング許可ま号を登録ず 
るための2衍の管理ま号 （01 〜 10) を入 
力し、[ミ夫定]キーを巧ず 

すでに登録された許可番号 
を削除ずるときは、削除ず 
るポーリング許可番号を登 
録した2巧の管理番号を数 
字 キーで 入力し、[ま定] キー 
を押すと削除されます。 



□ 数字キーでポーリングを許可ずるホ目手先 
のファクス番号を入力し、[ミ夫定]キーを巧 
ず 
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時刻指定通信 


最長1週聞先までの指定した時刻に、送信またはポーリング受信などを自動的に行う機能でず。不在 
時や通話料金のまい夜間の通信に便利でず。最大5件まで時刻指定できます。 

参時刻指定送信では、原稿をあらかじめ読み込んでメモリー内に記憶しておく企、要があります。原 
稿を原稿セット台または原稿台（ガラス面）にセットし、送信予約した時刻に読み込ませること 
はできません。 

参原稿読み込み中にメモリーがいっぱいになった場合は、ディスプレイに"メモリーフルドウサセ 
ンタク"と表示されまず。 

•それまで読み込んだデータを時刻指を送信ずる場合は〔スタート]キー （®) を押しまず。 

•時刻指を送信の操作を中止ずるときは、〔リセット〕キー (®) を押しまず。 

こち6側〕 ！相手側 J 


• 時刻指定の設定 

• 時刻指を通信を 
巧う通信の設定 



時刻指定通信は次の手順で設定しまず。 


B [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 

メニュー ► ミ夫定 


好 

ソート/ 

巧[:-巧别塘能コピー灌度倍率 



if 送信を行ラ予定時刻を数字キーで入力ず 



2巧で時と分を入力します。 
時刻表示をに時閨制に設 
をしているときは、12時聞 
制で入力して < ださい。 


0 [ィ] キー (®) または[►巧一 (©) で 

"1: ジコクシテイソウシン"を表示させ、 
[ミ夫定]キーを f 甲ず 

□ [ィ ] キー (®) または (©) で 
"1: トウ□ク"を選択ずる 

時刻指を操作を中止ずるには、 "2: ショウキヨ- 
を運択してください。 


□ 時刻表示を12時間制に設定しているときは、 
[ィ]キー (〇) または [►] キー (©) で 
" AM " または " PM " を選択し、[決定] キー 
を巧ず 



時刻表示が24時聞制に設 
をされているときは、この 
操作は不要です。 

手順6にお進みください。 
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時刻指定通信 


回 


[ィ]キー (®) または[►巧一 (©) で 
曜曰を選択し、[ミ夫定]キーを f 甲ず 

"スナシ"を逞択すると、予 
約した時刻が最初にきたと 
きに适信を巧います。 



LU 下のいずれかの方法でファクスま号を 
I 入力ずる 

• ワンタッチキーを押す 
•[短縮/電子電話帳]キーを押し、2巧の短縮ダ 
イヤル番号を人力する 
• 数字キーでファクス番号を入力する 
ワンタッチキーを押した場合や短縮ダイヤル 
番号を入力した場合は、次の操作（手順 10) は 
不要でず。 


[ミ夫定] キーを f 甲ず 


[スタート]キー （®) を f 甲ず 


□ [ィ]キー(@)または [»-] キー (©) で 
送信モードを選択し、[ミ夫定]キーを f 甲ず 



次の中か6選択しまず。 
1:、ソウジョウソウシン 
(通常送信） 

2:ジュンジドウホウ 
(順次同報） 

3:ポーリング 
4:ジュンジポーリング 
(順次ポーリング） 


B き刻指定通信を中止するとまは 


時刻指を通信を設をしたあと、通信時刻になる前に中止するときは、「送信待機中のファクスジョブ 
の中止」巧6ページ）を参照し、予約状況お認機能で中止してください。 


©0 

證 1®!® 

^回 I 面 I 国^因 
I 巨窗窗窗 
?の团团因 
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ま信拒否設定機能 


特定の巧手先から送られたファクスの受信を拒否ずることができまず。ファクス受信を拒否できる番 
号は最大10件登録できまず。 


受信拒否設定は次の手順で行いまず。 

U [メニュ -] キ-を巧ず 


メニユー _►- みお 

好 & I しへ J ~〇 

ソート/ 

両：ご一特別臟コピー鶴惜率 



0 [ィ] キー (©) または[►巧一 (©) で 

"己:ジユシンキヨヒセツテイキノウ"を表 
示させ、[ミ夫定]キーを f 甲ず 

□ [ィ ] キー (®) または [»-] キー （©) で 
"1: ジュシンキヨヒセツテイ"を表示させ、 
[ミ夫定]キーを巧ず 



a [ィ]キー (〇) または [►] キー （®) で 

"1: オン"または "2: オフ"を選択し、[ミ夫 
定]キーを巧ず 

•"1: オン"を選択するとこ 
の機能が有効になりま 
す。 

• "2: オフ"を選択ずるとこ 
の機能が無効になりま 
す。 



Q [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 


メニュー _ ► まお 

(0 し苗 I い J ―〇 

ソート/ 

巧[:-特別宿まコピー這度倍率 



待機状態に戻ります。 


75 







































受信拒否設定機能 


受信拒否番号の登録は、次の手順で行いまず。 


[メニュ ー] キーを 巧ず 



決定 


ソート/ 

特別お能コピー灌度おを 
〇 〇 


□ ファクスま号を数字キーで入力し、[ミ夫定] 
キーを 巧ず 



0 [ィ]キー (〇)または [»-] キー （®) で 

"己:ジユシンキヨヒセツテイキノウ"を 
表示させ、[ミ夫定]キーを f 甲ず 

□ [ィ] キー (©) または[►巧一 (©) で 
"2: ジユシンキヨヒバンコウ"を表示さ 
せ、[ミ夫定]キーを f 甲ず 

a [ィ] キー (®) または[►巧一 (©) で 

"1: トウ□ク"を選択し、[ミ夫定]キーを f 甲ず 


Q [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 



続けて次のファクス番号を 
登録するときは手順4に戻 
り、操作をくり返しまず。 
[メニュー]キーを 押すと待 
機状態に戻ります。 


□ 数字キーで受信拒否ま号を登録ずるため 
の2衍の管理ま号 （01 〜 10) を入力し、 
[ミ夫定]キーを f 甲ず 



入力した2巧の管理番号にすでにファ 
クス番号が登録されているときは、 
"# xx トウ□クズミシュウセイ？"と 
表示されまず。登録されたファクスを 
号を修正または変更ずる場合は、[ィ] 
キー （©) または [►>] キー（〇)で 
"1: 八イ"を選択して[ま定]キーを押 
し、新しいファクス番号を入力してく 
ださい。 


76 





































受信拒否設定機能 


受信拒否番号を削除するときは、次の手順で行いまず。 


U 


[メニュ ー] キーを巧ず 




特却樹能コピ ー S 度 


惜率 


〇 〇 


Q [メニュ ー] キーを f 甲ず 



待機状態に戻りまず。 


0 [ィ]キー(〇)または [»-] キー （®) で 

"己:ジユシンキヨヒセツテイキノウ"を 
表示させ、[ミ夫定]キーを f 甲ず 

□ [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 
"2: ジユシンキヨヒバンコウ"を表示さ 
せ、[ミ夫定]キーを f 甲ず 

a [ィ]キー (®) または[►巧一 (©) で 

"2: ショウキヨ"を選択し、[ミ夫定]キーを 
f 甲ず 



□ 数字キーで削除ずる受信拒否番号を登録 
した2衍の管理き号 (01-10) を入力し、 
[巧定]キーを f 甲ず 



0 [ミ夫定]キーを f 甲ず 


0 & I の ~〇 

両1北-特別磯〕ピ-總 
〇 〇 〇 



続けて化の受信拒否番号を 
削除するときは、手順4に戻 
U ます。 
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コピー/ プ IJ ンタ/スキヤナ/ファクス 
のるモードの動作について 

本機をファクスモードで使用しているとき、またコピーモード、プリンタモード、スキヤナモードで 
使用しているときに、同時に動作しない場合がありまず。 


さモード 

コピー 

プリンタ 

スキヤナ 

ファクス 

外部電話機 

コピー 

プリント 

本機か S の 
スキヤン 

コンピ ユー 

夕か 5 のス 
キャン 

送信 

受信 

コピー 

キー入力 

巧能 

可能 

不可 

可能 

巧能^ 1 

巧能 

可能 

コピー中 

不可 

不可 

不可 

不可 

可能 sn 

可能* 2 

可能 

プリンタ 

プリント 

可能 

不可 

可能 

可能 

可能 

可能* 2 

可能 

スキヤナ 

スキヤン 
中 

不可 

可能 

不可 

不可 

可能 sn 

可能 

可能 

ファクス 

送信 

キー入力 

不可 

可能 

不可 

可能 

可能 

可能 

可能 

直接送信 
中 

不可 

可能 

不可 

不可 

不可 

不可 

不可 

原稿読み 
&み 

不可 

可能 

不可 

不可 

可能 sn 

可能* 4 

可能 

メモリー 
送信中 

可能 

可能 

可能 

可能 

不可※ 3 

不可 

不可 

ファクス 

受信 

手動受信 
中 

可能 

不可 

可能 

可能 

不可※ 3 

不可 

不可 

受信デー 
タプリン 
卜中 

可能 

不可 

可能 

可能 

可能 

可能* 2 

可能 

メモリー 
受信中 

可能 

可能 

可能 

可能 

不可※ 3 

不可 

不可 

外部電話機 

巧能 

可能 

巧能 

可能 

不可※ 3 

不可 

不可 


直接送信や読み&みはできません。 

《2手動受信や受信データのプリントはできません。 
《3原稿を読み込むことは巧能です。 

《4手動受信はできません。 
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こんなとをは 


登歸-設定した内容や通信記歸をプリ 
ントずる 

登録-設定した内容や通信記録の一覧表をプリントして内容を確認することができまず。一覧表には 
夕のちのがあ U まず。 

1.通信モ約表 

時刻指定通信、送信予約の内容をプリントします。 


P . 01 

通信予約表 


200 日年 01 月 05 日（水） 13:00 


連番 

指定時刻 

通信手段 

画質 

MSG 

枚数 

表紙 

1 相手 先 1 

01 

12 ： 3 4 CW 

さちけモリー) 

ち苗す 

1 

1 

册 

9 ンタッチ吾号 

01 

0 2 

23:45 吐） 

1■次同* 3件 

ち苗す 

1 

1 

m 

ワンタッチ吾号 

届 B お 

FAX ま号：1 i 

01 

01 

'34567890 


掲示板 


ま号 


通信手段 

画質 

MSG 

巧数 

表紙 

回 数 



巧示あ 

S 脂 

1 

1 

無 

田苗 


2.通信記録表 

通信が行われた巧手先、通信時聞、通信結果などの一覧を、送信と受信にわけてプリントしまず。 

P . 01 

通信記録表（送信） 


2005 年 01 月 05 日（水） 13:00 


ま号 

曰付 

1開始時間1 

宛先名 

I 所要時間 I 

枚数 

通信手段-通信結果 

連番 

0 1 

0 2 

0 3 

0 4 

10/26 

13 

13 

13 

16 

5 7 

5 9 

5 9 

5 8 

3 

3 

3 

3 

い 

0 : 

* t 

0 : 

t « 

0 0 

t « 

0 0 

• * 

4 1 

* t 

.14 

0 

0 

0 

1 

ビシ -- 

ae エラー 310000 

a 恒 エラー 310000 

ゾモ IJ- OK 

0 01 

るか 0 : 

01 

.41 1 

S お 0 : 

0 2 

.40 1 


3.電話番号表 

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルに登録したファクス番号の一覧をプリントしまず。 

P . 01 

電話番号表 


2005 年 01 月 05 日（水） 13:00 


ワンタッチ/短縮ま号 

ホ目手先 FAX 番号 

国際通信設定 

ホ目手先名 

RO 1 

RO 2 

1234567890 

2345678301 

g し. 3 3 6 0 0 

谷し. 3 3 6 0 0 

ドキュ X ント 1 ギ 

ドキュ X ント 2 ギ 

RO 3 

3456789012 C 


ドキュ X ント 3 ギ 

RO 6 

クループダイヤルに旦 S 古〇ています 
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登録-設定した内容や通信記録をプリントずる 


4.グループ表 

グループダイヤルとして登録されているファクス番号の一覧をプリントします。 

P . 01 

グループリスト 


200 日年日 1 月 05 日（水） 13:00 


ま号 

グルーフ名 

牌先 

GO 6 

ブブ1 

つンタジチま号 

就お 

FAX 舌号 

01 

0 0 

0123466789 

GXX 

XXXX 

巧庶号 

XXX XXX 

白 XX 

XXXX 

FAX 丢弓 

XXXXXXXX 

XXXXXXXX 

XXXX 


己.巧信元表 

本機に登録した発信元を-発信元番号やポーリング許可番号の一覧をプリントしまず。 


発信元表 


2005 年 01 月日 5 曰（水） 13:00 



白.ま信拒否を号表 

受信拒否番号として登録されているファクス番号の一覧をプリントしまず。 


受信拒否番号表 


2005 年 01 月日日日（水） 13:00 


番号 

F AX ま号 

0 1 

1234512346 

0 2 

22334455 

0 3 

012 3 4 5 B 7 
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登録-設定した内容や通信記録をプリントずる 


7.ユーザープ□グラム表 

ユーザープ□グラム項目とその設定値の一覧をプリントします。 


ユーヴープ □グラム表 


2005年01月05日（水）13:00 


フ□グラム番号 

項目 

設定の容 

1 

店«台 K み® D けイプ苗ち 

A4 

2 

居»台おみ巧 D デフ a ルトサイ 

A4 

3 

固頁 g 巧芭定 

№1; 

4 

目曲を色つー ル ◎田を担 

D 2回 

5 

ち但お出力を足 

OFF 

S 

届做贿断網 

ち IS 時：エラー民の* 宜但時：すぺて田宇 

受宿時：。字再止 原 SS :エラー际 D み 

7 

巧手巧ビジー時の再発宙◎田を担 

D 2回 

S 

届恒エラー民のち兒信回芭芭巧 

0 2回 

9 

巧手先ビジー時の再思 S 田田沒足 

03» 

10 

适但エラ ーB の再克任田田苗を 

0 

11 

ボ ーU ング毎お9足 

^する 

12 

y モート切■ま号岂巧 

5 5 

13 

FAX 居号#出飯 

ON 

M 

目曲 S か印す苗定 

ON 

15 

ご筋 

3巧 

16 

呼 U 化し音■因定 

中 

17 

が置■筋 

ル 

18 

回坦有 9 苗を 

グイヤルトーン 2 0 PPS 

19 

インデックスブリント苗定 

田すしな U 

2 0 

年ち曰 SSJSE 

時田： 2 4田田 

曰付：年月 B 

占1 


OFF 

占2 

碰 SHV? 

ON 

2 3 

巧巧 sse 居 

ON 

2 4 

お/ FAX 目邮舊筋 

OFF 

占5 

ダイヤルイン苗足 

OFF 

占6 

トレィ 》R 

目拓 


t (下の手順で各一覧表をプリントできます。 



[レポート]キーを巧ず 



[決定] キーを f 甲ず 


0 © I Q ― Cp) 

ソ-卜/ し 

両面 コピー 特別棲諾 コピー 漂度 

〇 〇 OrJ ^ 


0 [ レポート]キーでプリントずる一 覧 表を 
選択ずる 



[レポート]キーを押すごと 
じプリントする一覧表が切 
り替わり、ディスプレイに 
表示されまず。 
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登録-設定した内容や通信記録をプリントずる 


通信記録表を定期的にプ U ントする 

送受信の合計が50件を超えると自動的に通信記録表をプリントずるように設定できまず。送受信の合 
計が50件を超えたときは、新たに通信が行われるたびに一番ちい通信記録から順に消去されまず。 


B [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 

、しし I 


両日 こ’ 一特削届まコピー漂度倍率 



0 [ィ]キー (&) または [►巧一 (©) で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを押ず 

□ [ィ] キー (©) または[►巧一 (©) で 
"己:キ□クヒヨウ出カセツテイ"を表示 
させ、[ミ夫定]キーを f 甲ず 

a [ィ] キー (©) または[►巧一 (©) で 

"1: オン"を選択し、[ミ夫定]キーを f 甲ず 

自動プリントしないようにするには、 "2: オフ" 
を運択して[まを]キーを押して < ださい。 


Q [メ ニュ ー] キーを f 甲ず 



待機状態に戻ります。 
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登録-設定した内容や通信記録をプリントずる 


通信結果表をプ y ントする 

通常送信時、同報通信時、受信時それぞれの、いずれかの状態のときに通信結果表をプリントするか 
指定できまず。 


通信結果表がプリントされた際に、送信原稿内容 （1 ページ目の一部）をいっしょにプリントする 
ことができます。その場合は、下記説明の手順4で "4: ツウシンイメージインジ"を達択して設 
定してください。 


通信結果表のプリントを巧うように設定するときは次の手順を巧って<ださい。 


Q [メニュ ー] キーを f 甲ず 



0 [ィ] キー(〇)または (©) で 

"4: ユーザープ□グラム"を表示させ、[ミ夫 
定]キーを巧ず 

□ [ィ]キー (®) または [»-] キー (0) で 
"6: プリントセンタク"を表示させ、[巧 
定] キーを 巧ず 

□ [ィ] キー (©) または[►巧一 (©) で 
目的の通信結果表を表示させ、[ミ夫定]キー 
を f 甲ず 

次の中か6違択します。 

1：ソウシンジケツカヒヨウ 
(送信時結果表） 

2:ドウホウジケツカヒヨウ 
(同報時結果表） 

3:ジユシンジケツカヒヨウ 
(受信時結果表） 

4:ツウシンイメージインジ 
(通信イメージ印字） 



□ [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 
プリント状態を選択して[決定]キーを巧 
ず 

• "スべテプリント"を逞 
択したときは通信を行う 
ごとにプリントされま 
す。 

• "プリントナシ"を選択 
したときは通信結ま表を 
プリントしません。 



• 手順4で送信時結ま表を違択し、"ソウシンフ 
カノウジノミ"を達択した場合は、通信エ 
ラーなどで送信できなかったときのみプリン 
卜されます。 

• 手順4で同報時結果表を違択し、"ツウシンシッ 
バイアイテサキ"を違択した場合は、通信エ 
ラーなどで送信できなかった巧手先があるとき 
のみプリントされます。 

•手順4で受信時結果表を違択し 、"エラージ 
ノミ” を違択した場合は、何6かの理由で受 
信中にエラーが起こって受信できなかった 
ときのみプリントされます。 

• 手順4で适信イメージ印字を選択し、"ソウシン 
フカノウジノミ"を達択した場合は、通信エ 
ラーなどでを信できなかった場合に限り、送信 
時結ま表に原稿の一部が印字されます。 



0 [メ ニュ ー] キーを 巧ず 



待機巧態に戻りまず。 
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"巧障かな？"と思った S 


ファクス機能が正常に動作しないとき、調子が悪いとき、次のことをお確かめください。それでも異 
常があるときは、巧あ説明書（共通編）第8章の内容をご磕認ください。 

ここでは、ファクス機能に関ずる"故障かな"の事例について記載していまず。本機の機能全般に関 
ずる"故障かな"の事例については、巧あ説明書（共通編）の「故障かな？と思ったら」に記載して 
いますので、そちらを参照してください。 

また、この製品の故障について、 NTT にはお間い合わせにならないでください。 


こんなとさ 

原因と対処 

ぺージ 

ダイヤルでさない 

電話回線の接続ケーブルが本機と電話線コンセントに正しく 
接続されていない 

^接続ケーブルをカチ、ソと音がするまでしっかりと接続し 
てください。 

4 


受信側の用紙がなくなっている 

一 巧手側に殖認してください。 

- 

送信でさない 

相手側び G 3 適合機でない 

-柜手側に殖認してください。 

- 


エラーメッセージが表示されている 

一 本機のディスプレイを殖認してください。 

85 

白紙び出てくる 

受信したとき、正常なものとちラ1枚白紙び出る場合、本機 
にセットされている用紙と用紙サイズの設定が合っていない 

^本機にセットされている用紙と用紙サイズの設をを合わ 
せてください。 

22 

送信した画像び大きく乱 
れている 

電話回線のノイズでゆびみび生じることびありまず。ちう一 
度送信ずるか、本機で原稿のコピーをとって、画像のゆがみ 
が出るか確認ずる 

^殖認した結ま、画像が乱れているときは、お買いあげの販 
売店にご柜談ください。 

- 


相手側か5送信ずるとをの濃度設定び薄い 

^巧手側に灌度を灌<して原稿をを信してちらってくださ 

い。 

- 

受信した画像び薄い 

エラーランプが点なし、ディスプレイに"トナーガノコリワ 
ズカデストナーヲジュンビシテクダサイ"と表示されている 

ー トナー残量が少なくなっています。トナーがなくなるとエ 
ラーランプが点滅するとともにトナーがなくなったこと 
をお巧6せするメッセージを表示し、本機は停止します。 
お早めに新しい現像力ートリッジに交換してください。 

取扱説明書 
(共适編）「現 
像力ートリ、ソ 
ジを交換する」 

受信した画像び大きく乱 
れている 

電話回線のノイズでゆがみが生じることがありまず 

^柜手側にわクー度さ信してわ6ってください。 

- 
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メッセージと报知音について 

こんな表示び出た6 


ディスプレイの表示 

原因と対処方法 

ぺージ 

ホンうイノ71か r- マ如 
ヨ]か\'-ヲトシ''テクグサイ 

本機のカバーが開いています。カバーを閉じてください。 

取扱説明書 
(共适編）を 
参照して<だ 
さい。 

グン]ウオクリソウチノ 
カハ‘-ラトシ'テクグサイ 

両面原稿自動をり装置のカバーが開いています。カバーを閉じ 
てください。 

グ中ムヨウシラ 
トリノソ'イテクグサイ 

紙づまりが発生しています。 

取あ説明書（共届編）の「つまった紙を取り除 <」 を参照し 
て、つまった紙を取り除いてください。 

グン]ウオクリソウ巧 
カク::ンシテクグサイ 

メ刊-フルト‘ウサセンタク 

メモリーがいっぱいじなっています。 

56 

トレイくわ::*料料サイス" 

ヨウシラセリトクグサイ 

受信データのプリントに使用する用紙サイブが正しく設をさ 
れていません。正しく設定し直してください。 t 料*料」には 
A4、 8.5x11、 8.5x14 のいずれかが、 <*> にはトレイの番号が 
表示されます。） 

22 

7リントテ'キ7セン 

トナーがなくなっているか、現像力ートリ、ソジが本機にセッ 
卜されていません。現像力ートリッジをがしいものに交換し 
てください。 

取あ説明書 
(共通編）を 
参照して<ピ 
さい。 

XXXXX サイス‘力''アリマセン 
トレイノセツテイヲカにンクグサイ 

受信データのプリントじ使用できるサイブの用紙がトレイに 
セットされていません。トレイの用紙サイブ設をを、ディス 
プレイに表示されたサイズに変更し、用紙をセットしてくだ 
さい。 （" XXXXX " には A4、 8.5x11、 8.5x1 4のいずれかが表示 
されます。） 

- 


報知音について 


音の種類 

音の長さ 

意昧 

連続音 

3秒 

を受信の終了や通信エラーなどを表します。 

連続音 

1秒 

警告音を表します。 










仕様 


電源や消費電力、大きさや質量など、他の機能と共通ずる仕様は巧あ説明書（共通編）「仕様」を参 
照してください。 


使用回線 

一般力□入電話回線、ファクシミリ适信網 （F ネット）※1 

帯域圧縮方法 

MH • MR • MMR • JBIG 

伝送モード 

スーパ ーG3、G3 (本機器で送受信できるのは、相手機もスーパ ーG3 また 
は G3 規格のファクスじ限6れます。） 

走査方式 

CCD による固を平面走査 

走査線密度 
( ITU - T 規格対応） 

8x3.8 日本/ mm (普通字） 

8X7.7 本/ mm (かさな字、ルさな字中闇調） 

8X15.4 本/ mm (精細、精細中間調） 

記録方式 

レーザービーム方式、静電方ま 

通信速度 

33.6kbps 一 2.4kbps 自動フォールバック 

電送時間※吕 

2秒台（スーパ ーG3 モード /33.6kbps、JBIG). 

目秒台 （G3 ECM モード /14.4kbps 、」目に） 

用紙サイズ 

A4、8-1/2" X 11" (レター）、 8-1/2" X 14" (リーガル） 

記録有効幅 

最大2 16mm (8-1/2" x 14" 記録） 

送信原稿サイズ 

両面原稿自動送り装置を使用ずる場合 
最大片面原稿： 216mrn x 500mm 両面原稿： 216mrn x 356mm 
最小 140 mm X 216mm 
原稿台（ガラス面）を使用ずる場合 

21じ mm X 356mm 

読取有効幅 

最大2 16mm 

中間調伝送 

2己6階調 

コントラスト（濃度）調整 

薄<、普适、濃< 

外部電話接続 

可能 （ 1台） 

オー トダイヤル 

ワンタッチダイヤル、グループダイヤルで計18件、短縮ダイヤルで100件 
まで登録可能、再ダイヤル（自動再発信） 

時刻指定通信 

あり 

原稿連続自動給紙 

あり（最大30枚） 

画像メモリー容量 

2 MB 

自動誤り再送機能 ( ECM ) 

あり 


本機器は1,300 Hz 対応が巧能です。お使いいただくときは、お買いあげ販売店またはもよりのシャープお客 
様ごち談窓□にお聞い合わせください。 

《2 A4 版700字程度の原稿を、標準的画質（走査線密度 8X3.85 本/ mm) で、高まモード（届信ま度 33.6kbps (JB に) 
または 14.4kbps (JBIG)) で送信したときの電送時圍でず。これは画像情報のみの電送時圍で、通信の制御時圍 
は含まれておリません。なお、実際の通信時商は、原稿の内容' 相手機種' 回線の状態じよリ異なリます。 


本機の改良変更などにより、図や内容が一部異なる場合がありまずので、ご了をください。 
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ファクシミリほ信網 ( F ネツト）について 

この製品は、 F ネット（ファクシミリ通信網）を利用ずることができまず。 

詳しくは F ネットのパンフレットをごらんください。 F ネットのご利用については利用契約が必要でず 
ので、もよりの NTT の支店-営業巧へお間い合わせください。 


をメモ") 


• F ネットを利用して送受信する場合、この製品のポーリング通信 （67 ぺージ）、 TEL / FAX 自動 
切替 （40 ページ）は使えません。 

また画質選択は"フツウジ"、"チイサナジ"、"セイサイ"でのみ送信できます。 

• を信先が F ネットに力□入していないときは、 G 3 機に限り F ネットでのを信ができます。 
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操作早見表 

この操作早見表は、本機の送受信や登録-設定操作に関ずる簡単な説明をしています。 
詳しい操作方まについては、それぞれに記載の参照ページをご覧ください。 


送受信操作 . 下記参照 

• 送信モードの選択 . 下記参照 

• 原稿を セツト ずる . 下記参照 

• ファクスをち信ずる . 89 

• ファクスを受信する . 91 

ファクス機能リスト . 92 

•機能の選択および設定ちま . 96 


送受信操作 

■送信モードの選択 


項目 

操作 

参照 

ぺージ 

送信モードの 
切り替え 

メモリー送信モード 直接送信モード 

-み- 〇 

，か J - ^_ 心 メモリ- 

I I 1 ^ 1——5 

メモリーランプが [メモ U -] キーを メモリーランプが 

点な しているときは、 押してモードを 消な しているときは、 

メモリーを信モード 切り营えまず。 直接を信モードです。 

でず。 

19 


■原稿をセツトする 


項目 


両面原稿自動送り 
装置を使5場合 



原稿台（ガラス面) 
を使5場合 



操作 




参照 

ぺージ 


送信したい面を 上向きに して 
原稿セツト台し原稿をセット 


します。 

原稿の上端が ち 側になるように 
セットしてください。（一度に 


4已 


30枚まで) 


原稿台（ガラス面）に原稿を 
下向を にしてセツトします。 
原稿台スケールのサイズに 
合わせてセツトしてください。 

(►マークに原稿端辺の 中む を 
合わせてください。） 


46 
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操作早見表 


■ファクスを送信する 


項目 


操作 


参照 

ぺージ 


ダイヤルち法 


直接ダイヤルする 


0 


9 


数字キーで ダイヤルします。 


已2 


短縮ダイヤル 


短縮/ 

巧 T 电お帳 


0 


9 


2おの短縮ダイヤル番号 
(日日〜 99) を押しまず。 


52 


ワンタッチ 

ダイヤル 


01〜09 


シフト〇 


10〜181 


ランプを 
消巧させる 

シフトお 


09 


18 


ランプを 
点な させる 


09 


18 


※ワンタッチキー 
を押したあと、 
[スター ト] キー 
(®) を押ずお 
要はありません。 


52 


チェーン 

ダイヤル 


チェーンダイヤルに設定した 

短縮ダイヤル/ワンタツチキーを押します。 


短縮/ 

巧 T 巧お帳 


0 


9 


または 

^_ 09 

10 广 V / 18 

〕 こ 


つづきのダイヤル 
番号を入力します。 

(グループダイヤル 

は使用できません。） 


数字キーで ダイヤルを巧い、 

[再ダイヤル/ポーズ]キーを 押します。 


0 


9 


再ダイヤル/ 
ポーズ 


已3 


検索して 
ダイヤルする 


短縮/ 

电 T 电ぉ帳 


2回 押す 


0 


9 


* 


巧 


登録名の頭文字を入力する 


' ^ I しろ 

相手を違びます。 


14、已已 


《お索する文字を入力ずる際> カナ入力と英字人力の 
切り营えは[再ダイヤル/ポーズ]キーを押します。 


再ダイヤル 


雨ダイヤル/ 

ポ-ス’ 直前にかけた番号に、自動的にダイヤルしまず。 


55 
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操作早見表 


ファクスの 
使用中に次の 
通信を予約ずる 


画質 


遺度 


原稿を 

セット 


画質、灌度の 
調整を巧 j 


ダイヤル 




64 


ファクスが 
通信中の場合 


時刻指定通信 


時刻指定通信の設定のしかたについては> 
ください。 


r 時刻指を通信」を参照して 


73 


項目 


操作 


参照 

ぺージ 


ファクスを送信する 


両面原稿自動送り 
装置を使5場合 


画質 


m 


原稿を 
セツト 


画質、濃度の 
調整を行う 


ダイヤル 




4已、48 


原稿サイズを 
設をする 


II 


ifi 


原稿台（ガラス耐 
を使5場合 


原稿を 
セツト 


画質、濃度の 
調整を行ク 


ダイヤル 




原稿が複数枚の 
ときは操作をくり 
返し[スタート] 
キー （透)）を押し 
ます。 


46〜48 


社 


順次同報送信 


複数の相手に同じ 
原稿を送信ずる 


順夕同報 


画質 


讓度 


C 


〔 


原稿を 

セット 


画質、濃度の 
調整を巧う 


48、6已 


ダイヤル 


ダイヤル、[まを] キーを 
押す操作を宛先分<リ返ず 


(D 


送信予約 


の-言-言 

中風迸。 
巧ス、ず 
進ク禮ま 
在ア了れ 
現フ終さ 
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操作早見表 


■ファクスを受信する 


項目 

操作 

湾; 

受信モード 




受信モードの 
切り替え 


受信状！ 

I I 

"ジド rV ， 

I 

[受信状態]キーを 押すごとに一 

▼ 

、 "シユドウ’ 

モードが切り替わります。 I 

^ i 

モードは、ディスプレイじ 

"ルス□ク’ 

表示されまず。 

I 


"ジドが 


"シュドヴ’ 


"ルス□ク" 


自動的に応答して、ファクスを受信します。 


手動でファクスを受信するときに選択します。[オン 
フック]キーを押ずか、外部電話機の受話器を上げて 
かかってきた電話を受け、相手がファクスをを信し 
てきたときは、①[スタート]キー (©) を押す。② 
[ィ]キー(〇)または [►>] キー (©) で"2:ジュ 
シン"を還択し > [まを]キーまたは[スタート]キー 
((D) を押ず。の操作で受信ずることができまず。 


留守番電話 機能がのクト部電話機が本機に接続してあ 
り、留守番電話で応答するときに、このモードを違 
びまず。外化中でち伝言やファクスを受けることが 
できます。 


已7 


ポー U ング モード 



メニユー ^ ► ミ夫を 


〇今 Cv ) I (へ)今〇今 


"8: ポーリング" 

相手側であ 6 かじ 

の達が 

めセツトされてい 

^ ダイヤル^ (〇) 

る原稿をこち S 側 

の操作で受信ずる 


本機にあらかじめ読み込んだ原稿データを、柜手側のポーリング 


操作によりを信することわできます。（掲示板機能： 69ページ） 


掲示板機能を使用するときは、本機の受信モードをあず "ジドウ" 


に設定してください。 



91 





















操作早見表 


フアクス機能リスト 


ファクスメインメニューでは、ファクス機能に関ずる設定やオートダイヤルの登録などが行えます。 
ファクスメインメニューの設定項目は次のとおりです。 

を項目の設を方をについては、 r 機能の選択および設定方法」の6ページ）を参照してください。 



0:グュシンテ‘’-タテンソウ（受信データ転送）※ 


1:シ‘1シングン〕ウテンソウ 本機でプリントできないときに、あ6かじめ登録しておいた柜手先 63 

_ (受信原稿転を）_じ受信データをおをします。_ 

2:ファクス A ’ ン]‘ウ 受信データを転送する柜手先のファクス番号を登録します。 〇〇 

(ファクス番号） 


1:ダ’]クシテイソウシン（時刻指定送信) 



1:['ウ□う 
澄録） 

指をした時刻に自動的じを信やポーリング受信を巧うことができ 
ます。 

73 


2:ショウキョ 
(消去） 

時刻指を通信を中止します。 


2:トウ□クモ-ド（登録モード） 


1:ファクス A ' ン； r ウ 
(ファクス番号） 

ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルを登録/消 
去します。 

1:ワンクツチク''かル 

2:クンシュクク‘かル（短縮ダイヤル） 

3:ゲル-アグかル 

33〜38 


2:ニチグセツテイ 
(日時設定） 

本機に日付と時刻を登録します。 

15 


3:ルめンモトトウ的 
(発信元登録） 

本機の発信元を（を前）と発信元番号（ファクス番号）を登録します。 

18 


4:が-リンゲキヨカ NO . 卜如ク 
(ポーリング許可 N 0. 
登録） 

ポーリング保畫機能を設をしたときに、ポーリングを許可する相手 
先のファクス番号（ポーリング許可番号）を登録します。 

72 


3:ヨ的グヨウキヨウカクニン さ信や自動再コールをモ約中のファクスジョブの殖認、消去を巧う 

(予約状況確認） ことができます。 


4 :ユ-す'-7■□グラム 


1:グン]ウタ'イサイス‘ 

(原稿台サイズ） 

原稿台（ガラス面）から送信ずるとき、原稿のサイズを設定しまず。 
(1 回の送信に限り有効でず。） 

1： A 4 

2:8.5 x 11 (8-1/2" x 11") 

3:8.5 x 14 (8-1/2" x 14") 

47 


2:ケ * ン]ウタ''イサイス‘]テイ 
(原稿台サイズ固定） 

原稿台（ガラス面）から送信ずる原稿のサイズを設ちしまず。（原 
稿台（ガラス面）から送信ずる原稿ずベてに有効でず。） 

1: 

2:8.5 x 11 (8-1/2" xir ) 

3:8.5 x 14 (8-1/2" x 14") 

47 


3:力‘シツユウセンセツテイ 
(画質優先設定） 

送信時の標準解像度を設定しまず。 

1: フツウシ‘' (普通字） 

2:チイサナグ（ルさな字） 

3:セイサイ（精細） 

30 


4:シ‘ドウグュシン： H げイスウ 
(自動受信〕ール回数） 

自動受信時、ファクスを受信するまでの呼化音の回数を設 
疋;しまず。 

00〜15 (02) 

21 


※プリントできない受信データを保持していないときは、ファクスメインメニューにこの項目は表示されません。 
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操作早見表 


項目 

己:がクヒヨウ出!カセッティ 
(記録表化力設定） 


6:フ°リントセンクク 
(プリント選択） 


7:サイ]-ルカイスウ比‘シ ‘-) 

_ (再コ-ル回数(ビジ-)) 
8:サイ]-ルカイスウ(巧-) 

_ (再〕ール回数江ラー)) 
9:サイ]-ルカンカク比‘グ -) 

(再コール闇隔（ビ 

_ ジ- _)) _ 

1日：サイ〕-ルカンカク过ラ-) 

(再 コール 圍隔（エ 
ラー）） 

11:が-リンゲホ]‘ 

(ポーリング保畫） 

12:1凡-トキリカ I がン〕''ウ 
(リモート切替番号） 
13: FAX シン]‘かンシけセツテイ 
( FAX 信号検化設を） 


設定（太字が工場出荷時） 

さ信および受信の通信記録表を50件ごとに自動的にプリントずる 
かどうかを設定します。 

1:オン 

2:オフ_ 

1:ソウシングケツカヒヨウ 

ファクスさ信時に适信結ま表をプリントする状態を選択します。 

1:スへ’テ7リント（全てプリント） 

2:ソウシンフカノウグノミ （送信不可能時のみ） 

_3:アリ外ナシ_ 

2:ドウホウシ‘ケリカヒが（同報時結ま表） 

順次同報さ信時に通信結ま表をプリントする状態を選択します。 
1:ス^テフ’リント （全てプリント） 

2:ツウシンシツがイアイテサキ（通信失敗相手先） 

3:アリ外ナシ 

3:シ‘1シンシ‘ケツカヒヨウ（受信時結ま表） 

ファクス受信時に通信結果表をプリントする状態を違択します。 

1:スへ‘テ7リント（全てプリント） 

2:巧-シ‘ノミ（エラー時のみ） 

_3:フ’リントナシ_ 

4:ツウめイメ-グイング（通信イメージ印字） 

通信結ま表がプリントされた際に、原稿の一部をいっしょにプリン 
卜するかどうかを選択します。 

1:スへ‘テ7リント（全てプリント） 

2:ソウシンフカノウグノミ （送信不可能時のみ） 

3:アリントナシ 

巧手が話し中だったときに自動で発信し直す回数を設まします。 
00~15 (02) 

通信エラーが発生したときじ自動で発信し直す回数を設をします。 
00~15 (02) 

巧手が話し中だったときに自動で発信し直す圍隔を1分か615分 
のあいだで設定します。 

01~15 (03) 

通信エラーが発生したときに自動で発信し直す闇隔を即再発信 
(00) か515分のあいだで設をします。 

00~15 (01) 

ポーリング保畫を設をします。 

1:オン 

2:オフ 

リモート受信を巧うためのリモート切替番号 （2 巧）を設定します。 

00~99 (55) 

本機は、外部電話機で応答したときにファクス音が聞こえると自動 
的に受信を始めるようじ設をされています。 

1:オン 

2:オフ 


ぺージ 
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操作早見表 


項目 

14:グドウシ1めヨウイング 
(自動縮小印字） 


15:シュウリョウオンナがサセツテイ 
(終 J 日長己設正； 


16:ヨピゲシオンリヨウセツテイ 
(呼化音量設を） 


17:シュウリヨ0わリョウセツテイ 
(終了音量設定） 


18:カイセンシ2ルイセツテイ 
(回線種類設を） 


19:インテ''ックスアリントセッテイ 
(インデックスプリ 
ント設定） 

州：ニチグセッテイフォ-マット 
(曰時設定フォー 
マット） 


21:リがメング1シン 
(両面受信） 

の：ルめンモトイング 
(発信元印字） 


の：力''イフ''テ''ンワセツソ''ク 
(外部電話接続） 


設定（太字び工場出荷時） 

本機にセットされた用紙より大きいサイズのファクスを受信した 
場合、セットされている用紙サイズに自動的に縮ルしてプリントで 
きます。 

1:オン 

2:オフ 

ファクスの送受信終了時に鳴る終了音の長さを設定します。 

1:3ピョウ巧秒） 

2:化‘ョウり秒） 

3:オフ_ 

呼化音の音量を設定します。 

1:オフ 

2:シが（ル） 

3:チュウ（中） 

4:グイ（大） 

ファクスの送受信終了時に鳴る終了音の音量を設定します。 

1:オフ 

2:ショウ（ル） 

3:チ1ウ（中） 

4:グイ（大） 

お使いの電話回線に合わせて設定します。 

1:トン （7 ツシユ） 

2:1日 PPS け''かル） 

3:20 PPS け''かル） 

4:シ''ドウ（自動） 

受信した用紙の上部に黒色マーク（インデックス）をプリントする 
機能です。 

1:オン 

2:オフ_ 

1:グカン別-マット（時聞フオーマット） 

時刻の表示を12時聞制または24時闇制か6達ができます。 

1:1の''カン（に時園） 

_2:24グカン （24 時間）_ 

2:ヒ、； r ケ別-マット（日付フオーマット） 

ディスプレイに表示される日付の書まを設をします。 

1:力''ツ/ ニ チ/ネン（月/日/年） 

2: ニ チ/力''ツ/ネン（日/月/年） 

_3:わ/力'’ツにチ（年/月/日）_ 

ファクスデータを受信した際、用紙の両面にプリントします。 

1:オン 

2:オフ 

原稿送信時、原稿上部に日付' 時刻、発信元を，発信元番号などを 
付けてを信ずるかどうかを設をします。 

1:オン 

2:オフ 

外部電話機や留守番電話機を接続したときにおず設をする必要が 
あります。 

1:オン 

2:オフ 


ぺージ 
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操作早見表 



項目 

24: TEL / FAX グドウキリカ I 
( TEL / FAX 自動切替） 


2日：グイ中ルインセツテイ 
(ダイヤルイン設定） 

26:トレイセンクク 
(トレイ選択） 


設定（太字び工場出荷時） 

ぺージ 

受信モードが-ジドウ"に設をされているとき、かかってきた電話 
が适話かファクスかを判断し、自動的に電話とファクスを切り替え 
ます。 

1:オン^ヨピグシカイスウ入力の0~15)(呼び化し回数入力の日〜15)) 

2:オフ 

40 

ダイヤルインサービスを利用ずるときに設定しまず。 

1:オン^グ仆ルイン N 0 =料料 （4 析のダイヤルイン番号を入力しまず。） 

2:オフ 

42 

1段給紙 ユニッ ト装着時は、受信データのプリントじ使用するトレ 
イを指をできます。 

1:シ''ドウ（自動） 

2:トレイ1 

3:トレイ2 

22 


已:シ”1シンキヨヒセツテイキノウ（受信拒否設定機自目） 


1:グ1シンキヨヒセツテイ 
(受信拒否設定） 

特をのファクス番号からのファクス受信を受け付けないように設 
定できまず。 

1:オン 

2:オフ 

75 

2:グユシンキヨヒン]‘ウ 
(受信拒否番号） 

受信を受け付けない相手のファクス番号を登録または消まします。 

1:トウ的（登録） 

2:ショウわ（消去） 

76 


6:ルス I 广ンテ‘’のセツテイ（留守を電話設定） 


1:グドウシ ''1 シンキリカ I 
(自動受信切替） 


留守番電話機の伝言録音機能がいっぱいのため、伝言メ、ソセ- 
録音できなくても、ファクス受信を可能じします。 

1:オン 

2:オフ 


7: ケイ'： nr ’ ンセツテイ（掲示板設定） 


1:1カイ 

(個） 

1回のみ掲示板送信を行います。 

2:ムセイグン 
(無制限） 

読み込みデータを消まするまで、繰り返し掲示板さ信を巧えます。 


すでに掲示板のメモリーに原稿データが格納されている場合は、次の設を項目を表示します。 



1:ツイカ 
(追脚 

ま斤たに原稿を読み&んで追力□することができます。 

70 


2 ショウキョ 
(消去） 

掲示板のメモリーに読み込んだ原稿データを消まします。 


8:が-リンク‘' 

ポーリング受信を行うときに設定しまず。 

67 

9:シ’'ユングが-リング 

連続して複数の巧手とポーリング受信を行うとき（順次ポーリン 

68 

(順;タポーリング） 

グ）じ設をします。 
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操作早見表 


機能の選択および設定方法 

ここでは、ファクス機能の基本的な設定方法を説明しています。下記手順を参照して92〜95ページ 
の項目を設定してください。 


けメモ") 


[メニュー]キーを押したあと、数字キーで設定項目を逞択ずることもできまず。（設走項目の番号 
は、項目の先頭に表示されます。）数字キーで項目番号を入力すると、該当する項目げ選択または 
確■をされまず。 


□ [モード選択]キーを押して、ファクスモー 
ドを選択ずる 



ファクスランプが点灯し、 
ファクスモードが達択され 
ます。 


Q [ミ夫定]キーを f 甲ず 


クーユ— ， —■ ぷ化 

0 & I しぺ ~〇 

兩面〕ピ-特別温コピ - a 度 

〇 〇 〇 



選択または人力した内容が 
確をされます。 


Q [メニュ ー] キーを f 甲ず 



ディスプレイに"ファクス 
メインメニュ ー" と表示さ 
れます。 


0 [メニュ ー] キーを f 甲ず 



待機状態に戻ります。 


□ [ィ]キー (©) または[►巧一 (©) で 
メニュー項目を表示させ、[ミ夫定]キーを巧 
ず 



項目げ達択されます。この 
操作を繰り返して目的の項 
目を逞択してください。 



設定内容を選択または入力ずる 



• 設定内容を選択するとき 
は、キー（〇)また 
助ィ]キー(〇)で逞 
択します。 

• 設定内容を入力するとき 
は、数字キーで文字また 
は数字を入力します。 


けメモ"^ 


• 設定する項目をまちがえたときは、[ク 
リア]キー（凶）を押したあと、手 
順2か6やり直してください。 

• ファクス機能の設定を中止するとき 
は、[メニュー件一を押してください。 
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-原稿をセットする . 4已 
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-両面原稿を信機能 . 51 

検索 . 55 
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さ 

時刻指を通信 . 73 

終了音 

-音量 . 13 

-長さ . 12 

受信拒否設定機能 . 75 

受信モード 

-自動モード . 20、57 

-手動モード . 20、58 

-留守録モード . 20、58 

順次同報送信 . 6已 

順次ポーリング . 68 
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接続 

-回線の接続 . 4 

-外部電話機 . 6 
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操作早見表 . 88 

ぶ言の設を 

-を信メッセージ機能 . 50 

-表紙が力□機能 . 49 

-両面原稿送信機能 . 51 

を信メッセージ機能 . 50 

を信モード 

-直接を信 . 19 

-メモリーを信 . 19 

を信予約 . 64 

た 

ダイヤルイン . 42 

ダイヤルのしかた 

-[ オンフック]キー . 54 

-再ダイヤル . 5已 

-数字キー . 52 

-短縮ダイヤル . 52 

-電子電話帳 . 55 

-ワンタッチキー . 52 

中 A . 56 

ディスプレイ . 8、10 

手差しガイド . 7 

電源コネクター . 7 

電源スイッチ . 4、7 
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メモリーランプ . 

モデム . 


や 

呼化音の音量 . 11 

ら 

リモート受信 . 32 

両面原稿自動送り装置 . 7 

-原稿ガイド . 7 

-原稿給お部カバー . 7 

-原稿出!紙部 . 7 

-原稿セット台 . 7 

-原稿反転トレイ . 7 

留守番電話機のバックアップ . 41 
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索引 


準備 

インデックス機能を設をする.... 

回線の接続 . 

画質優先設定 . 

記録紙サイブの設定 . 

再コール回数を設定する . 

再コール圍隔を設定する . 

自動受信コール回数の設定 . 

受信モードの選択 . 

を信モードの違択 . 

電話回線の種類を設定する . 

トレイ設定 . 

発信元名' 発信元番号を登録する 

日付-時刻を設定する . 

义字人力のしかた . 

リモート切替番号の設を . 

登録/設定 

オートダイヤルの消去 

-グループダイヤル . 

-短縮ダイヤル . 

-ワンタッチダイヤル . 

オートダイヤルの登録 

-グループダイヤル . 

-短縮ダイヤル . 

-ワンタッチダイヤル . 

画質の設定 . 

原稿サイズの設を . 

灌度の設定 . 

文字入力のしかた . 


フアクスの送信/受信 


ダイヤルのしかた 

-[ オンフック]キー . 54 

-再ダイヤル . 55 

-数字キー . 52 

-短縮ダイヤル . 52 

-チェーンダイヤル . 53 

ファクスを受信する . 57 

-受信設を . 59 

-手動受信 . 58 

ファクスをさ信する 

-原稿をセットする . 45 

-を信の設定 . 47 

-ダイヤルのしかた . 52 

便利な通信機能 

掲示板機能 . 69 

時刻指を通信 . 73 

受信拒否設定機能 . 75 

順次同報を信 . 65 

順次ポーリング . 68 

を信予約 . 64 

転を機能 . 62 

ポーリング機能 . 67 

ポーリング保畫 . 71 
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AR -155 FG ファクス編 


お客様へ…お買いあげ年月日、お買いあげ店をを記入されまずと、修理などの依頼のときじ便利です。 
修理-お取り撒い-お手入れ【こついてのご相談ならびにご依頼は、お買いあげの販売店 
もしくは、取扱説明書（共通編）じ記載の"お客様ご巧謡窓□-へお問い合わせください。 


[ お買いあげ年月日 

年 

月 

曰 

、 

お買いあげ脱 


V 

電話番号 



) 


参シャープホームぺージ http://www.sharp.co.jp/ 


灰滿巧さ社 

本 社〒日4日-脱？大阪市阿倍野区長池巧??蚕22号 

ドキュメントシステム事業本部干 ra - m 奈良県大和那山市美濃庄巧離番地 


この取扱説明書は環境に配慮した植物性大豆油インクを使用しています。 
この取扱説明書は再生紙を使用しております。 
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